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AbstraCt

ThisstUdy,whichemployedthequestionnairemethod,wasconductedforstUdentsateightjuniorhighschoolsin

threecitiesinHokkaido.Thequestionnah』eincludedquestionsregardingtheirsleephabits,die重,viewsonhealtlland

s呵ectivesymptoms(57items)andwasreturnedby1,792s加dents.'lheresultscanbesummarizedasfollows:

【1]Regardingsleephabits,morethan20%(2L5%)oftherespondentswerefoundtobeso-ca皿ed``nightowls"who

repliedthattheygotobed``aftermidnight."Significantdifferenoeswereseendependingonattributes.The

percentageofgirls(23.4%)whoreplied``aftermidnight"washighertllan重hatofboys(19.6%),andthepercentageof

higher-gradestudentstendedtobehigher.【2】Itwasfoundthatapproximately20%oftherespondentswerenotinthe

habitofeatingbreakfastonaregularbasis;14.5%oftheIespondentsstatedthat重hey``sometimeseatbrealrfast"and

3.9%saidthatthey"domteaIbrealrfast."Regardingsnacl血gbetweenmeals,61.2%saidthatthey``sometimeseat

snacks"and24.9%saidthatthey``eatsnackSalmosteveryday."Thismeansthatintota1,slightlymorethan80%of

tlestudentssurveyedeatsnackS.Bygende1,itisnoteworthythatthepercentageofstudentswho``eatsnacksevery

day"wasasllighas31.2%forgirlscomparedwith18.8%forboys・ 【3]Regardingjuniorhighschoolstudents'

subjectiveviewsonhealth,26.5%ofthOmthoughtthattheywele　 veryhealthy"and57.3%thoughtthattheywere

``ratherhealthy
."InIota1,0ver80%oftherespondentsconsideredthemselvestobehealthy.Ontheothe111and,

16.3%werenotconfidentabouttheirhealth.ConcerningtheirviewsonfUturehealth,40.0%saidthatthey"woUld

liketobehealthierthantheyarenow"and38.1%saidthatthey``wouldliketomaintainthei叩resenthealthcondition."

Whilenearly80%showedapositiveattitUdeinthisregard,alittlemorethan20%showedanegativeattitude;15.4%of

therespondentsstatedthattheyllad``neverthoughtaboutit"and6.5%saidthatt血eywere　 notinterestedintheirfUture

health."[4】Amongitemswithahighpercentageforsubjectivesymptomsfeltbytherespondentsintheireveryday

liveseither``a皿ofthetime"or``sometimes"includedfatigue(86.1%),sleepiness(84.8%)andafeelingoflistlessness

(66.6%)forphysicalsubjectivesymptoms,anddifiicultyingettingupinthemorning(71.5%),nervousness(68.6%),

rebe皿iousfeelings(65.1%)aswe皿astheinabilitytoconcentrate(62.8%)formentalsubjectivesymptoms.Asfor

behavioralsubjectivesymptoms,talkativeness(63.4%),wastefUlspending(61.7%)andovereating(50.9%)werecited.

【51RegardingtherelationshipbetWeenlifestylesandsubjectivesymptoms,thepercentageofstudentswhohad

subjectivesymptomswassignificantlyhighamongstudentswhohadlifestyledisorders,sudlas血osewhowenttobed

late,didnoteatbreakfastoratesnackSbetWeenmeals.Moleovel,manyoftherespondentswhowerenotconfident

abouttheirhealthorhadnegativeattitudestowardhealthshowedsubjectivesymptoms.

(J.SportSci.Osteo.Thela.5(1):1-12,September,2003)

KeyWords:lifestyle(ラ イ フ ス タ イ ル),heakh(健 康),juniorhighschoolstudents(中 学 生),subjectivesympSoms

(自 覚 症 状)
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目 的

近年、わが国では生活様式の多様化が顕著になっ

てきてお り、そのことは休 日や余暇時間の増加.生

活の利便性および一 日をより楽 しく過ごそうとす る

現代的風潮とも強く関連 している1>eと りわけ高校

生や大学生の青少年期の若者では、夜型の生活 を送

るものが増加し、そのために朝食の摂取や睡眠時間

等の生活の乱れを惹起させていることが指摘 されて

いる2〕・3}・4)・5〕が、厚生労働省の全国調査結果に

よれば、中学生においてもその例外ではない6〕eま

た、夜型の生活を送る者の増加は、24時 間営業のコ

ンビニや若者向けの深夜テレビ・ラジオ、パソコン、

テレビゲームの普及にも裏付けられている。このよ

うに夜型の生活や不規則な生活パターンの若者が増

加している中で、これまで大学生や高校生を対象と

した生活と健康に関する研究は数多くみられるが吐
s)・9}・10)・11,、中学生を対象 としたものは少ない。

また、成人になってか らの生活習慣病の発症におい

ては、中学生を含め若年期か らの食事や運動等の生

活習慣 に少なからず影響を受けており、近年におい

ては、動脈硬化性心疾患や糖尿病等の発症が、すで

に青少年期において始まっていることも確認されて

いる1z〕eつ ま り、このことは、好ましい生活習慣

を中学生 ・高校生の少年期の若い時期から習慣化す

ることがきわめて重要であることを示唆している。

以上のような先行研究や問題認識を踏まえ.本 研

究では、中学生の生活状況と健康に関する自覚症状

との関連を明らかにし、中学生における今後の生活

指導や健康教育のあり方を検討するための基礎資料

を得ることが目的である。

方 法

調査は、北海道 内の三都市 に所在 する中学校8校

の生徒 を対象に質 問紙法 によ り実施 し、1792名(回 収

率100.0%}か ら回答を得た.調 査期 間は平 成14年6月

24日 か ら7月25日 であ った。

調査 内容は 「就寝時刻」、 「朝 食の摂 取」、 「食

物 の好 き嫌い」、 「間食の摂 取」、 「夕 食の摂 取」、

「現在 の健康 状態」、 「将 来の健康へ の考 え方」の7

項 目と健康 に関す る自覚症状57項 目 〔身体 的22項 目、

精神的21項 目.行 動的14項 目で.選 択肢 は 「いっ も

感 じて いる」 、 「時々感 じてい る」 、 「全 く感 じな

い」 「わ か らな い」の4項 目か ら選択 させた)で あっ

た。なお 、項 目間の差 の検定 はx2検 定で行 い、有

意差の危険率 は5%未 満 を有意 とし、それぞれ に示 し

た。

対象 の基本 属性 は、性 別で は男子908名(50.7%)、

女 子884名(4g.3%)、 学年別 では1年 生595名(33.29。)、

2年 生597名(33.3%)、3年 生600名(33.5%)で あった。

結 果

1.生 活状 況 につ いて

1)就 寝 時刻

就寝時刻 につ いて は、 「23時～0時 未満」が33.3%

を占め最 も多 く、次いで 「22時～23時 」325%、 「0

時～1時 」15.2%、 「21時～22時 」12.79e、 「1時以降」

6.3%の 順 であ り、0時 以降 の者 は21.5%と2割 強 を 占

めている。 これ を性別でみ ると図1に 示す よ うに、

就 寝時刻が遅 い 「O時以降1の 者は、女子の23.4%に

対 し男子は19.6%で 女子 に多 く、有意 な差 が認め ら

れた{P〈O.Ol)。 また、学年別 では表1に 示 すよ う

に、 「0時以降」の者 が1年 生8S)%、2年 生21,1%、3

年生35.1%と 高学年 になるに従 って高 率 を示 し、有

意な差が認め られた(p〈O.Ol)e
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2)朝 食 の摂取

朝食 の摂 取 につ いて は、 「いつ も摂 っている」が

81.7%を 占め、 「時 々摂 っている」145%、 「摂 らな

い」3.9%で あ り,規 則的な朝 食習慣 を もたない者が

約2割 を 占めて いる。これ を性別お よび学 年別 でみ る

と、両者 とも有意な差 は認 め られ なかった。

3)食 べ物 の好 き嫌 い

食べ物 の好 き嫌 いにつ いて は、 「3品目以下」が

40,5%と4割 を占め、 「4品目以 上」の者が32.0%を 示

し、これを合 わせる と約7割 の者が 食べ物 に好 き嫌 い

をもって いる。 これ を性別で みる と図2に 示 すよ う

に、 「ほとん どな い」者 は、男子 の31A%に 対 し女

子が23.4%で 男子 に高率 を占め、一方 「4品目以 上」

の者 は女子 の34.8%に 対 し男子は29.3%で 女子 に多

く、有意な差 が認め られた{P〈0.01)。 また 、学年別

で は有意差 は認め られなか った.

4)間 食 の摂 取

間食の摂取状 況では、 「時 々摂 るiが61.2%で 、

「ほぼ毎 日摂 る」の24 .9%を 合わ せる と86%の 者 が間

食 を摂 取 している。 これを性別でみ ると図3に 示す

一2一
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よ うに、 「ほとんど摂 らな い」者 は、男子 の18.3%

に対 し女子が9.4%で 男子 に多 い。他方、 「ほぼ毎 日

摂 る」者 は女子 の31.2%に 対 し男子が18.8%で 女 子に

多 く、有意な差が認 め られた(P〈0.01)。 また 、学年

別 では有意な差 は認 め られな かった。

5)夕 食 の摂取

夕食 の摂取 につ いては、fい つ も食べ る」が95。9%

で ほとんどの生徒 は摂 っている。 しか し、 「時 々食

べ る」に2.8%、 「ほ とん ど食 べな い」が1.3%を 占め、

夕食 を摂 らな い生徒 も4%存 在す る。これ を属性 か ら

み ると、性別 では図4に 示すよ うに、 「時 々食 べる」

が女 子 の3.8%に 対 し男子が1.8%で 女子 に多 か った。

また一方 、学年別 では表2に 示す よ うに、 「ほとん

ど食べな い」 が1年 生0.7%、2年 生1.4%、3年 生2.0%

と高学年 にな るに したがって高率を示 し、有意 な差

が認め られた(P〈0.05)。

表2学 年とタ食の摂取(%)
タ食の摂取

学年別 いつも食べる 時々食べる ほとんど食べない

1年 生 97.8 1.5 07

2年 生 94.9 3.7 14

3年 生 94.8 歌2 2.0

表3学 年と将来の健康への考え方

P〈0.05

(%)

得来の臓庫^の脅え方 今よりもっと健 今の健康状態

学年別 康になりたい を保持したい

考えたことはな
い

将来の健康に
は関心はない

1年 生45.7336 14.3 6.4

2年 生37.84α7 15.1 6.4

3年 生36.34α0 16.8 6.9

P<0.05

6)現 在 の健康 状態

中学 生の主観 的健 康感で ある現在の健康状態で は、

「健康 な方 である」が57 .3%、 「非常 に健康で ある」

の26.5%を 合 わせる と約84%の 者が健康 と感 じて 生

活 を している。 しか し、 「あま り健康で はな い」 は

13.3%を 占め、 「健康 で はな い」が3.0%を 示 し、合

わせ て16%の 者が健康感 を持ち得 ていない。 これを

性別 でみる と図5に 示す ように、 「非常 に健康で あ

る」 と感 じて いる者は、男子 の31.8%に 対 し女子が

20.9%で 男子 に高率を 占め、 「健康な方で ある」 は

女子 の63.2%に 対 し男子 の51.4%で 女子 に多 く、有意

な差 が認め られた(p〈0.01)。 また 、学年別で は有意

な差 は認め られなか った。

7)将 来の健康 への考 え方

将来 の健康 への考 え方で は、 「今 よ りもっと健康

にな りたい」が40.0%で 健康志 向の高 い者が4割 を占

め、 「今 の健康 状態 を保持 したい」 の現状維持が
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38.1%、 そ して 健康 に関心 を示 さない 「考 えた こと

はな い」15.49。、 「将来 の健康 には関心はな い」6.5%

で、合 わせて2割 強 を占めている。 これ を性別 でみ

ると図6に 示すよ うに、 「今 よ りもっと健康 にな り

た い」は、男子 の44.9%に 対 し女 子が34、8%で 男子 に

多 く、 「考 えた ことはない」とす る者は女子 の18.2%

に対 し男子が12,7%で 女子 に高率 を示 し、有意 な差

が認 め られた(P〈0.Ol)。 また、学年 別では表3に 示

す よ うに.健 康志向 の高 い 「今 よ りもっ と健康 にな

りた い」 とす る者 は高学 年になるほ ど低 率 を示 し、

他方 、健康 に無関心な 「考えた ことはない」、 「将

来 の健 康 には関心 はな い」 とする者は.高 学年 にな

るに したが って高率 を 占め、有意な差が認め られ た

(P〈o.05)。

2.健 康 に関す る自覚症 状について

表4、 表5,表6は 、 中学生が 日常的に感ず る自

覚症 状57項 目(身 体 的 自覚症状1～22の22項 目、精神

的 自覚 症状23～43の21項 目.行 動的 自覚 症状44～57

の14項 圏)を 示 した ものである。

これによれ ば、まず 身体的 自覚症状では(表4参

照)、 自覚症状 を 「いつ も感 じている」 お よび 「時

々感 じて いる」 を合わせ た割 合で高率を示 した項 目

は、 「疲 れている」が86.1%で 最 も多 く、次 いで 「眠

たい」84.8%、 「何 とな くだるい」66.6%、 「疲れや

すい」61.3%、 「暑 さに弱い」48.伍%、 「首 と肩 が こ

る」46.3%等 の順で あったeこ の うち 日常的 に自覚

症 状 をもって いる 「いつ も感 じて いる」 に高率 を示

した項 目は 、 「眠た い」62.20%、 「疲 れている」42.5

%、 「何 とな くだるい」37.6%、 「疲れやす い」35.4

%等 であ った。

っ ぎに、精神的 自覚 症状について は(表5参 照)、

「いつも感 じている」お よび 「時々感 じて いる」 を

合わせた割合 で高率 を 占めた項 目は、 「朝起 きるの

が辛 い」が715%で 最 も多 く.次 いで 「緊張す る」

68.6%、 「反抗 した くなる」65.1%、 「集 中で きな い」

62.8%、 「自信がな い」53.8%、 「大声で叫びた い」

53-7%等 の順で あった。以下同様 に 「いつ も感 じて

いる」に高率 を示 した項 目は.「 朝起 きるのが辛 い」

48.3%、 「緊張す る」40.8%、 「大 声で叫びた い」33.1%、

「反抗 した くなる」32.1%等 であ った。

また、行動 的 自覚症 状では(表6参 照)、 同 じく

「い つも感 じているユ と 「時 々感 じて いる」 を合 わ

せた割 合 に高 率を示 した項 目は、 「よ く しゃべる」

が63.4%で 最 も多 く、次 いで 「無駄づか いをす る」

61.7%、 「食べ過 ぎる」50.9%、 「常 に動 き回 る」49.4%

等の順 に高率 であった.こ の うち 「いつ も感 じてい

る」 に高率 を示 した項 目では、順位 に変動 はみ られ

なか った。

3.生 活状況 と自覚症状 との関連 につ いて

ここでは、 日常生活状況 が健康 に関す る自覚症状

に どのよ うな影 響 を及 ぼ しているのか、その関係を

みて いくことにす る。

1)就 寝時刻 と自覚症状

「就寝時刻」 と 「身体 的 自覚症 状」 との関係 につ

いて は表7に 示す とお り.就 寝時 刻が遅 い 「O時か ら

1時 」お よび 「1時以降」 の者 で、 自覚症状 を 「いつ

も感 じて いる」お よび 「時々感 じて いる」 に高率 を

示 した項 目は、(1)「 疲 れて いるj、(2)「 息苦 しい

ことが ある」、(3>「 めまいがする」、(4)「疲れやす

い」、(5)「なかなか寝 つけない」、(6)「関節 が痛む」.

(7)「背 中が痛 い」.⑧ 「頭が痛い」、(9)「腹 が痛 い」

等 の18項 目で あった(P〈e.OS・P〈O.Ol)。 なお 、関連

率 は81.8%で あった。

つぎに 「精神 的自覚症状」 との関 係について は表

8に 示す とお り、就 寝時刻が遅 い 「0時か ら1時 」お

よ び 「1時以降」の者 で、自覚症状 を 「いつも感 じて

いる」お よび 「時 身感 じて いる」 に高率を示 した項

目は、(23)「 集 中で きな い」、(24)「 将来 に希望が

な い」 、(25)「 落 ち着かな い」、(26)「 人に会 いた

くない」、(27)「 自信がな い」,(28)「 反抗 した くな

る」等 の18項 目で あ った(P〈e.05・P<0.01)。 なお.

関連 率は85.7%で あった。

また、 「行動 的自覚症状」 との関 係 については表

9に 示す とお り、就寝時刻が 「0時か ら1時 」および

「1時以 降」の者 で、自覚症状 を 「いつ も感 じて いる」

お よび 「時々感 じて いる」 に高率 を示 した項 目は、

(45)「 家や 部屋 か ら出た くな い」,(`1.6)「 ス リルを

求 める」、(47)「 乱暴で ある」,(51)「 無駄づかいを

す る1、(53)「 眠れな い」,(54)「 食物が食べ られ

な い」、(55)「 入と話 を した くな い」等 の9項 目であ

った(PくO.e5・P〈O.Ol)。 なお 、関連率 はM.3%で あ っ

た 。

以上の結果 か ら、就寝時刻 と自覚 症状 との関係で

は、就 寝時刻が遅 い者 に、身体 的、精神的.行 動的

自覚症 状を有する者が多か った。

2)朝 食の摂 取 と自覚症状

「朝食の摂 取」 と 「身体 的 自覚症 状」 との関係 に

つ いては(表7参 照)、 朝食 を 「摂 らな い」および

「時々摂 らない」とする者で、身体的 自覚症状 を 「い

つ も感 じている」お よび 「時 々感 じて いる」 に高率

を示 した項 目は、(1)「 疲 れている」、(2)「 息苦 し

い ことがある」,(3)「 めまいがす る」、(4)「疲れや

す い」、(5)「 なかなか寝 つけない」 等の14項 目であ

った(P〈O、05・P〈0、Ol)。なお 、関連率 は63.6%で あ っ

た 。

同 じく 「精 神的 自覚症 状」との関係 につ いては(表

8参 照).朝 食を 「摂 らない」お よび 「時々摂 らな

い」 とす る者で、 自覚症状 を 「いつ も感 じて いる」

一4一
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表4身 体的自覚症状n=1792〔9ω
いつも感じている 時々感じている 全く感じない

一わ
からなL、

1 疲れている 762(42.5} 781{43.6) 230q2.B〕 19(1.1}
一
2 息苦しいことがある 186(10.4) 4ε2(25.8) 1073(59.9) 丁1(4.①

一一

5 めまいがする 271(15.1) 599(33.4) 883(4、9.呂) 39〈2.2)
一

、4疲れやすい 635(35.4) 464(25.9) 600(33.5) 9臼{5.2)
一一一一
5

一
なかなか寝つ1ナない 340{19,0) 438(24.4) 977(54.5) 37{2.1)

信関節が蒲む
一
255(14.帥 349(19,5} 1128(62,9〕 49{2.7)

7 背中が痛い
一一

135(7.5) 201(11.2) 14・35(80.1〕 21q.2)

B 頭が痛い 222(12.4〕 513{28.6) 1039{58.① 17(o.9)
一一

9 腹が痛い 226臼2.5) 515{28.7) 1095(57.目) 16(O.9}

10 腰が痛い 2柁(11.8) 窃42q9.1) 1215(67.日) 22(τ.2}

11 足が■い 214(11.9) 346q9.3) 1194(66.6)
一

5呂(2.で)
一一一

12 首と肩がこる 447(24.9) 384(21.4、)
一一

926(51.7} 35(2.O}

13 風邪を引きやすい 24.6(招.7) 541(19.0) 1147(64.O) 58{3.2}

14 眠たい 1115(62.2) 405(22.6〕 263(14.7) 9{o.5)

15 吐き気がする 皐2(4.日 〕 187(10.4} 1496(83,5) 27q.5)

I

I

I

1B 足が冷える 251(14.6) 251(14,0) 1251{69,8〕 29く1.6〕

17 暑 さに弱L、 477〔26.旬 394・(22.O) 854〔47,7) 67(3.丁 〕

1駐 寒さに弱い 380(21.2) 368(20.5) 98α54,7〕 64(苫.6)

19 便秘をする 124(6.9) 222{12.4)
一一

1382σ7.1) 64(3.6)

20 下痢をする 94(5.2) 247(13.8) 1404σ8.3)
147(2

.篭3}

且1何となくだるい 673(37.6} 520{29.O) 570〔31.8) 29(1.6}

z2 食欲がない 182(10.2) 418{セ5.3) 1164(65.o)
128(1

.{3}

表5精 神 的 自覚症 状 『 門=1792(駈)

いつも感じている
一一
時々感じている 全く感じない わからない

呈3 集中で吉ない 461く25,7) 665(37.1〕 627(35,0) 39(2.2)

24 将来に希望がない 295q6,5) 394(22,0) 1010{56.4) 93(5、 藷)

25 落ち着かない 342(19.1) 54呂(30,q) 84314フ.o〕 63(3.5〕

£5 人に会いたくない 205(11,3) 369(20.6) 1176帖5.6) 44(2、5}

2丁 自信がない 382(21.3〕 582(32.5) 739(41.2} 88{4.9}

28 反抗したくなる 575(32.て 〕 592(33.O, 569(31.8) 56{3.t)

29

一
何事も重荷に感じる 262(14・.6} 454・{25.3) 971(54.2) 105{5.9)

一

30 楽しくない 195く10.9) 497(27.7) 1050(58.6) 50{2.8)

31 人とうまくつきあえない 213{11.9) 520(29.Ol 989(55.2) 70(臼.9)

32 物事を決められない 34・7{19.4) ε84(35.4〕 742{41.4) 69(3.9〕

35 毎日の生活がつまらない 215{12.0) 444(24,B) 1091(50,9) 4、1(2.3}

34 何事にも感動しない 203{11.3) 388(21.7) 1138(63.5〕 63(3.5}

a5 学校に行きたくない 293116.4・) 462(2与.8) 1005(56、1) 32(寸.8}

36 大声で叫びたい 594133,1) 370(20,6) 789144.0) 38(2.1)

a7 朝起きるのが辛い 865148.3) 415(皇3.2) 491(27.41 20q.1}

窃5 不安や心配がある 528(2臼,5) 505(28.2) 724(40.4・1 35(2、O)

59 何かを壊したくなる 428(窓3.9) 332(18.5) 988(55.1〕 43(2.4)

40 周囲の人の冷たさを感じる 276(15.4) 417{23.3) 1021(57.O) 78{4.4)
一一一一一
41 緊張する

一
731(40.8} 498{27.8) 525(29.3) 38{2.1)

弓2 元気がない 179(10.O) 418{23.3) 114・3(ε3.8) 5212.9〕
一一一
" 気持ちが晴れ晴れしない 329(18.4) 4go{27.3) 899(50.2)

一
74(4.1〕

表6行 動的自覚症状n:1丁 盟(髄)
いつも感じている 時有感じている 1全 く惑じない わからない・

覗
一

よくころぶ 裂21(16.2) 256q4.3} 21201(67 .O) 44(2-5)

45 象や部屋から出たくない 245{13、7) 276(15.4} …1229く6a6〕 41(2.3)

45 スリルを求める 呂70(20.6) 呂08(17.2〕
1102215フ .O〕 92(5、1)

47 乱暴である 291{16.2) 421(2呂.5) …1002155.9〕 78(4.4}

4a 眠りすぎる 336(18.副 266(14.副 11371e3.4) 53(3.O} 1

…

4B よくしゃべる 638{35、6) 499(27.副 599133.4) 56(3.1}1

50 食べ過ぎる 452(25.2) 4ε1(25.7) 828〔46,2) 51(2.8}

51 無駄づかいをする 595(3呂.2) 511(28.5) 647136,1) 39(2.2)

52 常に動き回る 445(24.8) 441(24.6) 837146.7〕 69(3.9)

53 眠れない 310(歪7.31 356(19,9) 1086160.6} 39(2.2)

54 食物が食べられない 88(4.9) 准67(9.3) 1501183.8) 36(2.o)

55 …人と話をしたくない 166(9.3) 335(18.7) 1267〔70.7) 24(1.副

56 何もしたくない 373(20,8) 425(23.7) 969(54.1〕 25(1.4)

ξア

一1間食が絶えない
325q8,1) 428(23.9) 989(55.2〕 50(2.ε)

一5一
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および 「時々感 じて いる」 に高率を示 した項 目は、

(Z3>「 集中で きな い」.(24)「 将来 に希望 がない」、

(25)「 落ち着かな い」、(26)「 人 に会 いた くない」、

(27)「 自信がな い」等 の15項 目であった(P〈0、05・

P〈O.Ol)。 なお 、関連率 は71.4%で あったe

同様 に 「行動的 自覚症状」との関係 につ いて は(表

9参 照)、 朝食 を 「摂 らな い」および 「時々摂 らな

い」 とす る者で 、自覚症状 を 「いつ も感 じてい る」

および 「時々感 じて いる」 に高率 を示 した項 目は、

(47)「 乱暴で ある」、(48)「 眠 りす ぎる」、t与3)「眠

れな い」等 の8項 目であった(P〈0.05・P〈0.01)。なお、

関連率 は57ユ%で あったe

以上の結果 から、朝食 の摂 取 と自覚症 状 との関係

では、規則的 な朝食習慣 をもたない者に、身体的、

精神的、行動 的自覚症状 を有 する者 が多 かった。

3)食 べ物の好 き嫌 いと自覚 症状

「食べ物 の好 き嫌 い」 と 「身体 的 自覚症 状」 との関

係 につ いては(表7参 照)、 食べ物の好 き嫌 いが 「4

品 目以上」お よび 「3品目以下」の者で、自覚症状 を

「いつ も感 じている」お よび 「時々感 じている」 に

高率を示 した項 目は、(1)「 疲れ ている」,(4)「 疲

れや すい」、(13〕「風邪 を引きやす い」、(14)「 眠た

い」、(17)「 暑 さに弱 い」、(18)「 寒 さに弱い」、

(21)「 何 とな くだるい」等 の14項 目で あった(P〈O.05
・P〈O.01)eな お、 関連率 は63.6%で あった。

また、 「精 神的 自覚症状」との関係 につ いて は 俵

8参 照)、 食べ物 の好 き嫌 いがf4品 目以上」および

「3品目以下」とす る者で.自 覚症状 を 「いつ も感 じ

ている」および 「時 々感 じて いる」 に高率を示 した

項 目は、(23)「 集 中で きな い」、(25)「 落 ち着かな

表7ラ イフスタイル7項 目と身体的自覚症状との関連

い」、(28)「反抗 した くなる」、(30)「楽 しくな い」、

(37)「 朝起 きるのが辛 い」 、(41)「 緊張す る」等 の

18項 目で あった(P〈O.05・P〈O.01)。 なお 、関連率 は

85コ%で あった。

さ らに、 「行動的 自覚症状」 との関係 については

(表9参 照)、 食 べ物 の好き嫌いが 「4品目以上」お

よび 「3品目以下 」とす る者 で、自覚症状 を 「いつ も

感 じて いる」および 「時々感 じて いる」 に高率 を示

した項 目は、(45)「 家や部屋か ら出た くな い」、(47)

「乱暴で ある」、(48)「 眠 りす ぎる」、(50)「 食 べ過

ぎる」、(53)「 眠れな い」,(54)「 食物が食ぺ られな

い」等 の10項 目であ った(P〈0.05・P〈O.01)。 なお 、

関連率 は71.4%で あ った。

以 上の結果か ら、食 べ物 の好 き嫌 いと 自覚症 状 と

の関係で は、食 べ物 の好 き嫌 いの多い者 に,身 体 的,

精神 的、行動的 自覚症状 を有す る者が多か った。

4)間 食 の摂 取 と自覚症状

つぎ に 「間食の摂取」 と 「身体的 自覚症状」 との

関係 につ いては(表7参 照)、 間食 を 「ほぼ毎 日摂

る」および 塒 々摂 る」とす る者 で、自覚症 状を 「い

つ も感 じてい る」およ び 「時々感 じて いる」 に高率

を示 した 項 目は、(1>「 疲れて いる」.(4)「 疲 れや

す い」,㈲ 「なか なか寝 つけない」、(14)「眠 た い」.

(19)「 便秘 をす る」等 の10項 目で あった(p〈O.05・

P<O.Ol>eな お、関連率 は45.5%で あったe

同様 に 「精神 的 自覚症状jと の関係について は(表

8参 照)、 間食 を 「ほ ぼ毎 日摂 る」および 「時々摂

る」 とす る者 で.自 覚症状 を 「いつ も感 じている」

お よび 「時々感 じてい る」 に高率 を示 した項 目は、

(23)「集 中できない」、(37)嘲 起 きるのが辛 い」、

i就 寝蒔劃
1

朝食の摂取 食暢の好吉嫌い

一一 一

閏食摂取

一
1タ 食摂取 現在の健康択態

将乗の値優への

脅え方

1
1疲軌てし喝 1来i凝 来i凝 濠i瑛 豪 来来 楽楽 来楽
2 息苦しいこと都ある 来来 来※ 巌豪 渠楽 豪楽
3 めまい∬す毛 来来 来張 巌楽 渠豪 張来
4 疲れやすい 豪 豪楽 濠楽 来来 ※ 楽楽 来i瑛

5 なかなか寝つけない 濠巌 来 張 來 豪楽 1張
5 閣節力傭 む} 巌来 来 来 楽 選巌 嵌※
7

一

背中が痛い 濃来
一一
潔

一
楽来 楽楽

日腰』鴨 い 来豪 巌来 来來 来 選来 楽i蓬 ※楽
9 臨雌胤 ・ 楽選 巌i来 来豪 巌 豪来 来
" 履が痛い 楽楽 巌来

1
豪楽

1来

1 1足が且い 楽楽
一

来 来豪
1巌 崇

呈

一一1首と肩がこる 来※ 楽
一 一一一

来凍
一 一
1張 楽 来来

1

3 風邪壱引きやすい 楽 来 i張 張選 逃i額

4 眠たい 来楽 楽来 張 1 来張 楽来一
5

一一

吐妻気がす為 来来 濠楽 来楽 来楽
一一

濠来
5 足が塩え愚 崇豪 来濃 豪 来楽
7 愚封醐 い 来来 楽来 来楽 来張 張豪
a 睾古1=弱い 来来 ヨ 懸 来来 豫楽
9 恒梅皆す・蕊 巌

一
1来 来

20 下痢をす愚 1 楽楽 巌崇 豪来
21 何と噛くだ壱い 巌来 凍来 来豪

一
菜一

一一楽巌
楽※

盟
一

食散雌ない 張畳
一一

楽張 来 豪i凝 渠巣 豪楽
閣遮串 註1〕 田,雅 「-6乱6、 1ε3,倒 45、{趨 58.1駕 田o.o腎

1

ε64、

荘1)関 遅畢=有 意差のある項目 誼 ÷ 項 目総
1

蹴}{100選Pく0.α5,張 楽P<O血1

一6一
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(41)「緊 張す る」等 の7項 目であった(P〈0.05・Pく0,01)。

なお、 関連 率は33.3%で あった。

また 、 「行動 的 自覚 症状」との関係 について は(表

9参 照)、 間食 を 「ほぼ毎 日摂 る」お よび 「時々摂

る」 とす る者で、 自覚症状 を 「いつも感 じている」

お よび 「時々感 じて いる」 に高率 を示 した項 目は、

(50)「食べ過ぎ る」、(51)「無駄づか いをす る」、(57)

「間食 が絶 えな い」等 の5項 目で あった(P〈0.05・

P〈0.01)。 なお、関連率 は35.7%で あ った。

以上 の結果、間食 の摂取 と自覚症状 との関係では、

間食 を摂 って いる者 に、身体 的、精神 的、行 動的 自

覚症状 を有す る者が多か った。

5)夕 食の摂取 と自覚症状

「夕 食の摂取」 と 「身体的 自覚症 状」 との関係 に

つ いては(表7参 照)、 「ほ とん ど食べな い」 とす

る者 で、自覚症 状 を 「いつも感 じている」お よび 「時

々感 じて いる」に高率を示 した項 目は、(1)「 疲れて

いる」 、(3)「 めまいがす る」,(4)「 疲 れやす い」、

(5)「なかなか寝 つけない」、(12)「首 と肩が こる」、

(13)「 風邪 を引きやす い」、(21)「 何 とな くだ るい」

等 の15項 目で あった(P〈0.05・P〈0.01)。 なお 、関連

率 は68.1%で あ った。

同様 に 「精 神的 自覚症状」との関係 につ いては(表

8参 照)、 「ほ とん ど食 べない」 とする者で、 自覚

症状 を 「いつ も感 じて いる」 および 「時々感 じて い

る」に高率 を示 した項 目は、(23>「 集 中できない」、

(25)「 落ち着 かない」、(28>「 反抗 した くなる」 、

(31)「 人 とうま くつきあえない」、(35)「 学校 に行

きた くな い」 、(39)「 何 かを壊 した くな る」等 の13

項 目であ った(P〈0.05・P〈0.01)。 なお 、関連 率は61.9

%で あ った。

また、 「行動的 自覚症 状」との関係 につ いて は(表

9参 照)、 「ほ とん ど食べない」 とす る者で、 自覚

症状 を 「いつ も感 じて いる」お よび 「時 々感 じて い

る」 に高率 を示 した項 目は、(45)「 家や部屋か ら出

た くない」、(47)「乱暴で ある」、(48)「眠 りす ぎる」、

(51)「 無駄 づか いをす る」、(54)「食物が食べ られな

い」、(55)「 人 と話 をした くない」の6項 目であ った

(P〈0.05・P<0.01)。 なお、関連率 は42.9%で あった。

以上の結果 、夕食の摂 取 と自覚症状 との関係で は、

夕 食を欠 食す る者に、身体的、精神 的、行動的 自覚

症 状を有 する者が多か った。

6)現 在 の健 康状態 と自覚症状

「現在 の健 康状態」 と 「身体 的 自覚症状」 との関

係 については(表7参 照)、 「あま り健康で はない」

および 「健康 ではない」とす る者 で、自覚症状を 「い

つ も感 じている」お よび 「時 々感 じている」 に高率

を示 した項 目は、22項 目すべて であった(P〈0.05・

P〈0.01)。 したが って 、関連率 は100%で あった。

また、 「精神 的 自覚症状」との関係については(表

8参 照)、 「あま り健康 ではな い」 および 「健康で

はない」 とす る者で 、自覚症状 を 「いつ も感 じて い

る」および 「時 々感 じている」 に高率を示 した項 目

は、21項 目すべてで あった(p〈0.05・P〈0.01)。 した

が って、関連率 は100%で あ った。

さらに、 「行動的 自覚症状」 との関係については

(表9参 照)、 「あま り健康で はない」および 「健

康ではな い」 とす る者 で、 自覚 症状を 「いっ も感 じ

て いる」お よび 「時 々感 じている」 に高率を示 した

項 目は、14項 目すべ てであった(P〈0.05・P〈0.01)。

したが って、 関連率 は100%で あった。

以上の結果、現在 の健康 状態 と自覚症状 との関係

表8ラ イフスタイル7項目と精神的自覚症状との関連

就寝時刻 朝食の摂取 食物の好き嫌い 間食摂取 タ食摂取 現在の健康状態
将来の健康への
考え方

23 集中できない ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※
24 将来に希望がない ※※ ※※ ※※ ※ ※※ ※※

25 落ち着かない ※※ ※※ ※※ ※ ※※ ※※

3

■弓

ρ

0

ハ

0

7'

8

0》

0ウ」∩∠ウ輯9」9」

2
《乙

3

「

闘

■

-

.

-

■

.

「

-

人に会いたくない ※※ ※ ※※ ※※ ※※
27 自信がない ※ ※ ※※ ※ ※※ ※※

28 反抗したくなる ※※ ※※ ※※ ※ ※※ ※※ ※

29 何事も重荷に感じる ※※ ※※ ※ ※ ※※ ※※
30 楽しくない ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※

31 人とうまくつきあえない ※ ※※ ※※ ※※ ※※
32 物事を決められない ※※ ※ ※※ ※※

33 毎日の生活がつまらない ※※ ※※ ※ ※※ ※※ ※※
34 何事にも感動しない ※ ※※ ※※ ※※
5

ハ033

学校に行きたくない ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※

大声で叫びたい ※※ ※※ ※ ※※

37 朝起きるのが辛い ※※ ※※ ※※ ※※ ※※ ※※
38 不安や心配がある ※※ ※※ ※※ ※※

39 何かを壊したくなる ※※ ※※ ※ ※※ ※※ ※※

40 周囲の人の冷たさを感じる ※※ ※※ ※※ ※※ ※※

41 緊張する ※※ ※※ ※※ ※
42 元気がない ※※ ※ ※※ ※※
43 気持ちが晴れ晴れしない ※※ ※ ※※ ※※ ※※ ※※

関連率注の 85.7% 714瓢 85.7弘 33.3胎 6t9% 100.0覧 100.0鴨

注1)関 連率=有 意差のある項目数 ÷ 項目総数 x100※P<0ρ5,※ ※P〈0.01
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では,現 在の健康状態が 良 くな い者 に、身体的 、精

神的 、行動的 自覚症状 を有す る者が多か った.

7)将 来の健康への考 え方と 自覚症状

「将来の健康への考 え方」 と 「身体的 自覚症状」

との 関係 につ いて は(表7参 照)、 「考 えた ことは

な い」および 「将来 の健 康に は関心がな い」 とす る

者で 、自覚症状 を 「いつ も感 じて いる」お よび 「時

々感 じて いる」に高率 を示 した項 目は、(1)「 疲れて

いる」、㈲ 「めまいがす る」 、(4)「 疲れやす い」、

(5)「なかなか寝つ けな い」、(10)「 腰が痛 い」、(11)

「足 が重 いj、(12)「 首 と肩が こるj、(14)「 眠 た

いj、(15)「 吐き気 がす る」 、(21)「 何 とな くだる

い」、(22)「食欲がな い」等の19項 目であった(P<0.05

・P〈0.Ol)eな お、関連率は86.4%で あった。

また.「 精神的 自覚症 状」との関係について は(表

8参 照)、 「考 えた ことはな い」お よび 「将来の健

康 には関心が ない」 とす る者で 、 自覚症状 を 「いつ

も感 じて いる」お よび 「時々感 じている」 に高率 を

示 した項 目は、21項 目すべてで あった(P〈0.05・

P〈O.Ol)。 した がって、関連率 は100%で あった。

さ らに、 「行動的 自覚 症状」 との関係 については

俵9参 照)、 「考 えた ことはな い1お よび 「将来

の健康 には関心がな い」とす る者で 、自覚症 状が 「い

つ も感 じて いる」お よび 「時 々感 じて いる」に高率

を示 した項 目は、(45)「家や部屋 か ら出た くな い」、

(48)「 眠 りす ぎる」,(50)喰 ぺ過 ぎる」、(51)「 無

駄づ かいをす る」、(53)「 眠れな い」、(54)喰 物 が

食べ られな い」、(55)「 人 と話 を した くない」、(57)

「間食が絶 えな い」等 の11項 目で あった(P<O.05・

P〈e.Ol)。 なお 、関連 率は78.6%で あった。

以 上の結果 、将来 の健康へ の考 え方 と 自覚症 状 と

の関係で は、将 来の健康への考 え方 に消極 的な者 に、

身体 的、精神 的、行動 的 自覚症状 を有す る者が多か

った。

考 察

中学生の時期は思春期を迎える第二次性徴が始ま

り、やがて大人になるために心身が大きく変化する

時期でもある。精神的には自主的傾向が強 くなり、

家族 に依存 しながらもこの依存を否定 しようとし、

家庭の束縛から逃れようとするところに心理的特徴

を有 している13)。 つまり、この時期は親や教師の

結びつきよりも、むしろ友人との関係を重要視する

傾向にある。したがって、この時期の特性を充分に

理解することが重要であ り、思春期を迎えた彼 らの

成長に対応する、健康行動に関する温かく誠実な助

言や示唆、健康生活に関する支援が重要である.

中学生の 「就寝時刻」については、就寝時刻が遅

い 「0時以降」の者が約2割 を占め、また、性別では

男子よ りも女子に多 く、学年別では高学年になるに

したがって高率を示している。 これは睡眠時間にも

影響し、十分な睡眠時間の確保を困難にしているも

のと考えられる。また、睡眠のとり方としては、睡

眠時間が同じであっても就寝時刻が異なると睡眠効

果が異なるとの報告もあり測 、また、大澤15)は 、

疲労の回復にも影響を与え、就寝時刻が遅くなると

それだけ睡眠効果も低下することを指摘 している。

睡眠は疲労回復 ・ス トレス解消のために必要不可欠

な生理現象であ り、規則正 しい睡眠時間の確保につ

いてBres1ewら は16}、 「7～8時間」の睡眠時間の確

保 の必要性を述べている。 「0時以降」の就寝時刻で

は、通学時間等を考慮 した起床時間を考えると十分

な睡眠時間の確保が困難とな り.そ うした継続的な

夜更かしの生活パターンによって 自律神経のバラン

スを崩し.そ の結果、自律神経失調症を引き起こす

ことになる。また、夜更か しなどによる生活習慣の

乱れが原因で、自律神経が正常に働かな くな り、起

立性調節障害(OrthostaticDlrsregulatien)が・最近の若

い女性に多いという報告もある17}。 さらには、不

眠や過眠等の睡眠障害で悩む者が増加 してお り、

1997年3月 に実施された健康づくりに関する調査に

表9ラ イフスタイル7項目と行動的自覚症状との関連

競寝時剋 朝食の摂壇 食鞠の野き嫌い 間食摂取 身食摂地 現在の健廣撰態

1
将来の口庫への
考元方 1

44 よくころぶ 楽 選
一一

45 家や舶厘から出たく営い 楽来 来i瑛
一一
来豪 楽楽 嶽選

哺 ス.1」ルを卓め る
一巌楽

巌 楽 張嵌

4丁 乱畢で品石 楽 1豪 張 ※栄 楽粛 来張 楽
組 眠りすぎ馬 来来

1来 来
張 楽来 濠 楽来

49 よくし"べ 壱 選 来
釦 1食べ遇吉る 楽 楽来

一
来楽 楽

51 無駄づかいをす愚 楽※ 来張
一 一来楽

巌来 来 来i底
一
張楽

53 常に勧音回壱

一一
選

闘 眠れない 豪来 楽楽
一
来 来来 栄

4 食物が食べら耽ない 楽※ 巌張 楽楽 来来 来i凝 来選一
5

一

人と話壱Lたくない 選楽 巌来 張 楽i療 豪 選'

ε何もしたくない 帳来 楽来 楽来 来※ 楽来一 来来一
7
一一 一
問食が絶瓦壮い

一 楽i額
来楽 来 来来

:関 連串創 64.3鷺 57」 鮨 丁1.4、 35.7、 42』 、

一
1〔M」⊃監 79.5」

注1)関 連率3有 意差のある項目敷 ÷ 項目給1
一

映}{100楽Pく0』5.張 楽Pく 軌01
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よれば、 「睡眠による休養が十分でない」 と感じて

いる者が23.1%に 達してお り18)、とりわけ発育発達

途上の中学生では、十分な睡眠時間の確保だけでは

なく、就寝時刻を早めるという生活 リズムに改善す

ることも重要なことであると考える。

近年、朝食を摂 らない中学生が増加 していること

が指摘 されているが19)、 本調査において も約2割 の

者が規則的な朝食の習慣を持たないことが明らかと

なった。朝食を欠食する生活習慣は、体力低下や倦

怠感、集中力欠如、感染症の抵抗力低下など身体面
・精神面に悪影響をもた らす ことが指摘 されている

20) 。朝食欠食の要因は、中学生の生活が夜型に移

行 し、朝起きるのが遅 くて、朝食を摂る時間がない

ことが考えられるが、本調査結果でも就寝時刻が遅

い 「0時以降」の者に規則的な朝食の習慣 をもたない

者が31%に も上 り、就寝時刻が大きく影響 している

ものと推察される。また、中永 ら21)の 高校生の生

活習慣調査でも、起床時の食欲は、生活が夜型化す

るにしたがって低下することが報告されてお り、規

則的な朝食摂取には、朝食を摂る時間的余裕が重要

であることが示唆される。

「食物の好き嫌い」では、 「3品目以下」が4割 、

「4品目以上」が3割 を占めており、7割強の者が食物

に好き嫌 いがあることが明らかとなった。成長期の

中学生では特定の食べ物に偏った食生活を行 うと摂

取する栄養素も偏ってしまい、成長に悪影響を及ぼ

す ことになる。ちなみに、中永 ら22)が 行った高校

生の調査においては、男女とも 「バランスのよい食

生活 をしている」とした者ほど、健康状態が良好で

あり、食事の摂取状況が健康状態に影響しているこ

とを報告している。また、戎は23)、 偏食の改善策

の一つとして 「間食を与えすぎない」 ことを上げて

いるが、確かに今回の調査でも 「間食を摂取してい

る」者は86%と 多 く、 「食べ物の好き嫌い」と 「間

食」との関係では、間食を摂 らない者に食べ物の好

き嫌 いが少な く、他方、間食を摂取している者に食

べ物 に対する好き嫌いが有意に多かった。とりわけ

子供の偏食は親の影響が大きく関与し、親の食べ物

の好 き嫌いが、直接 日々の家庭の食卓に反映される

ことになることから、子供が偏食に陥らないような

親の配慮が重要である24)。
「間食の摂取」は中学生の86%が 占めてお り、規

則的な食事の乱れや、先述 したように偏食を助長す

る要因になることが考えられる。しかし、成長が完

了していない発育盛 りの中学生にとって、食事と食

事の間にエネルギーの補給が要求されることは充分

推察できることであるが、そ うした若年期の習慣が

成人になっても慢性化することが危惧される。
「夕食の摂取」については、9割強の者が摂取して

いるが、これを性別でみると、夕食を 「ほとんど食

べない」とする者が女子に多い(5.1%)こ とが注目さ

れる。近年、特 に思春期以降の女子 には、スタイル

のみを重視 した痩身願望による過激なダイエッ トの

実施が問題 となってお り、このことが夕食を欠食す

る要因の一つになっているものと推察される。過激

なダイエットの実施は、身体に恒常的な栄養障害を

招き抵抗力の低下を引き起 こすこともあり、さらに

は、女性の体脂肪の減少は生殖機能面に悪影響を及

ぼし、そ うした若い女性の痩身願望は、テ レビ等で

見るアイ ドルタレン トが細身であることか ら、自分

の理想体型を憧れるアイ ドルタレン トに重ね合わせ、

タレントと同様な体型になりたいとする願望が無理

なダイエットに向かわせ、成長期の子 どもに悪影響

を及ぼす無理な食事制限になるという指摘 もある2
5)。今後、女子生徒には間違ったダイエッ ト志向を

防止する正 しい健康教育 と食生活指導が必要である

と考える。また、学年別では、夕食を 「ほとんど食

べない」者が高学年になるに従い高率を示していた

が、これは高校受験を間近に控えた高学年の食生活

が乱れていることが要因の一つと考えられ、朝食欠

食の場合 と同様に今後の規則正しい生活指導が重要

である。食事は、単に栄養を摂取するという必要性

ばか りではなく、家族全員がそろいコミュニケーシ

ョンを取る場でもあ り、家族間の人間関係を円滑に

する役割をも担ってお り、社会的 ・精神的健康の確

立にとって不可欠である26)。

以上、朝食の摂取、食べ物の好き嫌い、夕食の摂

取な ど食生活 についてみてきたが、中学生の時期は

正 しい食生活の習慣を身につけたり、あるいは意識

づけをさせるための大切な時期であり、食生活を豊

かにし健康を維持するためには、食卓そのものを預

かる家庭環境が大きく関与することは論を待たない。

健康 に関する評価には、医師による健康診断等に

よる客観的なものと、自分自身によって行われる主

観的なものとがある。近年、客観的評価においては、

何 ら異常がみ られない場合でも主観的評価 において

健康感 を得られない人々が増加 していると言われて

おり、いわゆる1億国民半健康人と言われた所以であ

る。確かに主観的な評価は、個人の価値観や性格に

よっても変化するため、常に主観的に 「健康である」

と自己評価 をしうる状態を維持することはむずかし

いことである。主観的に 「健康である」と自分が判

断できるとき、その人は現状に対 し満足 して生活を

送ってお り、また、 「健康である」 と自覚できない

場合は、身体の状況に限らず、何 らかの解決されな

い不安 を抱えていることであり、現状に満足して生

活 しているとは言えない27)。 今回の調査における

中学生の現在の健康認識については、「大変健康だ」、

「健康な方だ」 とする者が8割 強であ り、 「あまり

健康ではない」、 「健康ではない」とする者は16.3%
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を占めていた。20歳 以上の国民を対象に内閣府大臣

官房政府広報室が2000年 に実施した 「体力 ・スポー

ッに関する世論調査」28)に よれば、 「あまり健康

でない」 とする者の割合は平均で15.9%を 占め、年

齢の増大 とともに増加していることを報告 している。

ちなみに、全国調査の20歳代では9.1%で あるが、今

回調査の中学生の割合は、全国調査結果 と比べると

年齢的からみるとかな り高く、主観的な健康評価に

おいては 「健康でない」とする者が多いことが理解

できる。

そ うした健康に対する主観的な評価の実態に対し

て、将来の健康に対する考え方では 「今よ りもっと

健康にな りたい」が約4割で、 「考えたことはない」

と 「将来の健康には関心はない」を合わせると2割強

を占めていた。中学生自身が健康への自己管理に対

する知識 ・態度 ・実践能力を高めるというよ りも、

健康管理は家庭が中心となったり、学校における生

徒指導による他律的 ・受動的な側面が強かったもの

と推察できるが、今後、これ ら健康に対する理解の

深化 一問題の発見一態度形成一行動の自己評価一健

康行動の実践(自 立)へ と発展 していく健康教育が

重要と考えられる。

以上みてきた中学生の日常生活 において、中学生

がどんな身体的、精神的、行動的自覚症状を有して

いるのかをみると、身体的には 「いっも感 じる」自

覚症状では 「眠たい」 「疲れている」 「何 となくだ

るい」「疲れやす い」などの疲労感や倦怠感を持ち、

また、精神的には 「朝起きるのが辛い」 「緊張する」

「大声で叫びたい」 「反抗したくなる」 「不安や心

配がある」など思春期特有の精神的不安を抱える者

が多かった。また、行動的自覚症状では、 「よくし

ゃべる」 「無駄づかいをする」 「食べ過ぎる」 「常

に動き回る」等 に高率を示している。中学生は、身

体的 ・精神的に大きな変化を伴う発育期にあるのに

加え、受験勉強や部活動、あるいは、いじめなどの

ス トレスがかか り、そうした適応できないス トレス

が持続すれば、身体的にも精神的にもス トレスの悪

影響を受け、自覚症状を発現することが予想される。

確かに中学生の思春期では、発育発達の特性から教

師との関係、友人との関係、学業 との関係、部活動

との関係、規制や規則に対する反抗など多 くのス ト

レス要因を抱えている。そして、それ らに加えて現

在の児童生徒の全てに認められるすべての行動(精

神活動 ・運動 ・食生活 ・対人関係等)に 対する耐性

不足が児童生徒のス トレスを加速させ、そのことが

自覚症状を惹起させる一つの要因になっているもの

と考えられる。

今回の調査項目である中学生のライ フスタイル7

項目と健康に関する自覚症状との関連についてみる

と、身体的自覚症状では、 「現在の健康状態」が優

れない者に22項 目の自覚症状(100%)が 認められ、

「将来の健康への考え方」に消極的態度の者に19項

目(86.4%)、 「就寝時刻」の遅い者に18項 目(81.8%)

と高い関連率が認められた。また、精神的自覚症状

との関連では、身体的同様 「現在の健康状態」 「将

来の健康への考え方」に100%の 関連率を示し、 「就

寝時刻」の遅い者 と 「食べ物の好き嫌い」の多い者

にそれぞれ85.7%と 高い関連率を示 していた。さら

に、行動的自覚症状においても 「現在の健康状態」

が悪い者および 「将来の健康への考え方」に消極的

な者にそれぞれ100%、78.6%の 関連率を示し、自覚

症状を有する者が多かった。こうした健康問題には、

性、年齢、地域、家族構成、個人の持っている体質

など個人を取 りまく諸条件によって大きく影響され

ることはいうまでもないが、今回の調査結果から指

摘できることは、ライフスタイルの乱れや健康 に対

する関心度の低い者に多 くの自覚症状を有してお り、

ライフスタイルと健康に関する自覚症状が密接な関

連 にあることが明らかになったことである。したが

って、好ましいライフスタイルへの改善や健康への

深い関心を持たせることによ り、自覚症状の緩和や

減少を図ることが可能であるものと考える。そして、

それら身体的、精神的、行動的自覚症状は、それぞ

れが単独で発症する場合 とそれぞれの自覚症状が相

互に影響 し合って発症する場合が考えられ、いずれ

にしても自覚症状発症の根本要因を除去することが

必要である。そのためには、前述したように中学生

が主体的に健康に関する価値観を形成 し行動化 して

いくことができるように、健康教育のあり方を構築

することが重要である。

要 約

本研究 の 目的は、北海道 内の三都市 に所在す る中

学校8校 の生徒 を対象 に、睡眠、食生活 、健康観 、お

よび 自覚 症状57項 目に関す る調査 を実施 し、中学生

のライ フスタイル と健康 に関す る 自覚症状 との関連

を明 らかにす ることで あった。調査 の結果 、以 下の

ことが明 らか にな った。

(1)就 寝時刻 につ いて は、いわ ゆる夜 型 といわれる 「0

時以 降」 の者 が21.5%と2割 強を 占めて いた。 これを

属性 か らみる と、性別で は女子(23.4%)の 方 が男子

(19.6%)よ り多 く、学年別で は高学年 になるほ ど高

率 を占め、有意差が認 め られ た。

(2)朝 食の摂 取で は 「時 々摂 っている」が14.5%、

「摂 らない」3 .g%を 示 し、規則 的な朝食習慣 を もた

ない者 が約2割 を占めて いた 。また、間食の摂 取では

「時 々摂 る」61 .2%、 「ほぼ毎 日摂 る」の24.9%を 合

わせ る と8割 強 の者が 間食 を摂取 している。これを性

別 でみる と、 「ほぼ毎 日摂 る」 は男子の1&8%に 対

して女子 は31.2%と 高率 を示 し、性差が認め られた。
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(3)食 物の好 き嫌 いについては 「3品目以下 」が40.5%、

「4品目以上」32 .0%を 占め、偏食 の者が7割 強を 占

めている。性別 では 「4品目以上」には女子(34.8%)

の方が男子(29.3%)よ り高率 を示 した。

(4)中 学生の主観的健康感 についてはf非 常 に健康

である」が26.5%、 「健康な方で ある」57.3%で 合わ

せ る と8割 強が健康 と認識 している。他方、健康 に自

信を持たな い生徒 は16.3%で あった。また、今 後の

健康への考 え方で は、 「今 よ りもっと健康 にな りた

い」が40.0%、 「今 の健康状態 を保持 した い」38.1%

で約8割 の者が積極 的態度 を示 し、一一方、 「考えた こ

とはな い」15.4%、 「将来 の健康 には関心 はない」

6.5%で 、健康 に対す る消極 的態度 の者 も2割 強 を占

めて いた。

(5)中 学生が 日常 生活 で 自覚症状 を「いつ も感 じて い

る」お よび 「時 々感 じている」 を合わせた割合で 高

率 を示 した項 目は、身体 的 自覚症状では、 「疲れ て

いる」が86.1%で もっ とも多 く、次いで 「眠た い」

84.8%、 「何 とな くだ るい」66.6%等 で あ り、精神 的

自覚症状で は、 「朝 起きるのが辛 い」71.5%、 「緊

張す る」68.6%、 「反抗 した くなる」65.1%等 で あっ

た。 また、行動 的 自覚症状では、 「よ くしゃべ る」

の63.4%が もっと も高率を 占め、次いで 「無駄づか

いをす る」61.7%、 「食べ過 ぎる」50.g%等 の順で あ

った。

(6)ラ イ フスタイル と自覚症状 との関係では 、就寝 時

刻 の遅 い者や朝 食 を摂 らない、間食 をす る、偏食 の

多 いもの等食 生活 に乱れのあ る者 に自覚症状 を有す

る者が多か った。 また、健康 に自信がな い者や今後

の健康 に対 して消極 的態度を示す者 に自覚症状 を有

す る者が高率 を示 した。
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間欠的掌握運動における適度な血流制限が
活動肢の酸素動態及び末梢血管に及ぼす影響

岡本孝信1、 増原光彦2

1近畿福祉大学社会福祉学部、2大阪体育大学運動生理学研究室
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緒 言

運動中の活動筋への酸素供給、すなわち、筋血流

量を確保することは運動の遂行において大変重要で

ある。これまで運動中の活動筋における血流調節に

関する研究は数多 く行われてお り、静的運動、動的

運度のいずれにおいても運動強度の増加にともない

活動筋への血流が制限されることが知られている
功.運 動中の活動筋は運動継続のためにより多くの

酸素が必要となるものの、運動強度の増加にともな

う血流の制限によって運動の継続が困難 になる。そ

のため、掌握運動のような静的な局所運動の場合は

大きな昇圧反応によって血流量を高める3)e血 圧の

上昇は還流圧をも高めるので血流量を増加させる。
一方、上肢の運動は交感神経活動を充進しやすく
4}
、交感神経性の血管収縮作用が高まる5)。したがっ

て、上肢の運動は下肢の運動に比べて低 い強度で血

流が阻害される。また、上肢は血流の制限によって

も交感神経活動が充進しやすい6}。そのため、血流

制限下における上肢の運動は運動中及び運動後の血

流調節に影響を与えるものと考えられる。局所的な

血流制限は局所の動脈拡張を引き起こし、一過的に

血流量を増加させる可。しか し、その後は小動脈が

圧迫されることによって血流量は減少する。一方.

静脈は加圧の程度が最低血圧よ りも大きくなると圧

迫によって閉塞され、動脈からの血流量を減少させ

るものと考えられる。

運動を開始すると直ちに血流量が増加することは

古 くか ら知 られている。これらのことは運動様式や

運動強度によって異なることが示唆されているS}。

StartandHol皿er9)は70%以 上の運動強度における運

動時の血流は停止すると述べている.一 方、Kagaya

t皿dHom皿alo)は異なる強度において上腕血流量に顕

著な差は見 られなかったと報告 している。 しかし、

KagayaandHommaの 測定は活動筋よ り上位の血管

での測定であるため活動筋において高強度運動時の

血流量の測定を実施する必要があるものと思われる.

また、運動後の血流量の増加 も確認されてお り、

SinOwayti)らは励 問の掌握運動を繰 り返し行った際
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の上腕動脈血流量は活動中に低下し、活動を中止す

ると急激な運動後充血を引き起 こす と報告している。

運動後の血流量は強度が高い程、増加することが確

認されている10)。

本研究では、安静時においては血流が制限される

と考えられる各被験者の最大血圧相当の圧で活動肢

の血流を制限した状態で、最大随意収縮における間

欠的掌握運動を繰 り返 し行い、活動肢の酸素動態及

び末梢血管について検討することを目的とした。

対象及び方法

1.被 験者

被験 者 は定期 的な運動習慣のな い健康な成 人男性

6名(年 齢19.5±0.8歳 、身長172.4±3.2cm、 体重68.9

±4.2kg、 平均値 ±標準偏差)で あった。被験者 には

実験 の前 に本実験 の趣旨および 目的な どを口頭 と文

章 によって説明 を行 い、書面にて 同意 を得 た。

2.間 欠的掌握運動

掌握運動にはデジタル握力計グ リップーD(竹 井機

器社製)を 使用 した。被験者は肩関節を約90度 外転

した状態でデジタル握力計を保持し、メ トロノーム

のリズムに合わせて5秒間掌握、3秒間弛緩の最大間

欠的掌握運動を15回 実施 した。また、掌握運動時の

握力計にセンサーを取 り付け、5秒間の掌握運動中の

張力をモニターに転送して、掌握運動中の張力が持

続的に発揮されていることを確認 した。なお、掌握

運動中の活動肢の上腕に血圧計のカブを装着 し、各

被験者の最大血圧相当の圧(125±7mmHg、 平均値 ±

標準偏差)で血流を制限した。

3.筋 内酸 素動態 の測 定

筋 内酸 素動態 の測定 には組織 オキシメー タ

PSA-3N(バ イ オメデ ィカルサイエ ンス社製)を 使用

した。筋 内酸 素動態の測定 は活動肢 の前腕 屈筋群 に

組織オキ シメー タの プロー ブを固定 し、安 静時、運

動 中及び運動後 の総ヘモ グロビ ン/ミオグロ ビン

(total-Hb/Mb)、 酸 素化ヘモ グロビン/ミオ グロ ビン

(oxy-Hb/Mb)、 及び脱酸素化ヘモ グロ ビン/ミオ グロ

ビン(deoxy-Hb/Mb)の 変化 を記録 した・組織 オキ シメ
ー タPSA 。3Nは発 光ダイオー ドを光源 に用 いた3波 長

(700,750,830nm)2受 光方式の近赤外線分光装置 であ

る。 しか も平均 光路長係数(4.3)が 求め られ るた め、

理論 的には絶対 値 の算 出が可能 と言われてい る。

total-Hb/Mb、oxy-Hb/Mb及 びdeoxy-Hb/Mbは 吸収体の

濃度 と波 長光 の吸収度 が直線 関係 にある

Lambert-Beerの 法則 に基づ き算 出 している。

4.末 梢血流動態の測定

末梢血流動態の測定には末梢血管モニタリング装

置アス トリム(sysmex社 製)を使用 した。末梢血流動

態の測定は活動肢中指を末梢血管モニタ リング装置

のプローブに挿入し、安静時及び運動後の末梢血管

幅及び末梢血管静脈酸素化指数(VOI)の 変化を記録

した。末梢血管モニタリング装置アス トリムは発光

ダイオー ドを光源に用いた3波長(880,805,650nm)1

受光方式の近赤外線分光画像計測装置である。また、

受光部にはCCDカ メラが装備されており、指透過像

が結像するような光学配置となっている。発光ダイ

オー ドは駆動回路を介 して順次点灯され、各波長に

対する指透過画像はビデオキャプチャーボー ドを介

してコンピュータ内に取 り込まれる。血管幅は得 ら

れた末梢血管の分光画像か ら、自動的に血管を認識

して最適な測定部位を選択し、血管の画像から測定

する。ヘモグロビン値は血管幅か ら血液層の厚さを

推定 し、血液による光の吸収量と血液層の厚みから

推定する。また、末梢での酸素消費の指標 となるVOI

はヘモグロビンの酸素化状態によって吸収率の異な

る複数の波長での吸収量の比か ら、静脈における酸

素化指数を算出している(VOI=-100×(deoxy/Hb))。

なお、VOIは 酸素飽和度 との相関関係が認め られて

いる。

5.統 計処理

血流制限群及び非血流制限群における比較には対

応のある鹸 定を、相関係数の検定にはピアソンの相

関係数検定法を用いた。統計処理の有意性は危険率

5%を もって判定した。

結 果

1.血 流制限群及び非血流制限群における間欠的掌

握運動中のdeoxy-Hbの 変化

図1に血流制限群及び非血流制限群における間欠

的掌握運動中のdeoxy-Hbの 変化を示す。血流制限群

における間欠的掌握運動中のdeoxy-Hbは 運動の開始

か ら終了まで著 しく増加 した。一方、非血流制限群

における間欠的掌握運動中のdeoxy-Hbは 運動の開始

から終了まで緩やかに増加 した。

2.血 流制限群及び非血流制限群における安静時及

び運動後の血管幅の変化

図2に血流制限群及び非血流制限群における安静

時及び運動終了後の血管幅の変化を示す。血管幅の

変化は安静時を100と した増加率によって示 した。運

動終了後の血管幅は血流制限群及び非血流制限群の

いずれにおいても運動の終了とともに増加 した。特

に血流制限群における増加率が著しく、運動終了280

秒後及び320秒 後において非血流制限群との問に有

意差が認められた(p<0.05)。 また、血流制限群に

おける安静時 と運動終了後の血管画像の1例を図3に
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示 した。

3.血 流制限群及び非血流制限群における掌握運動

終了後の血管幅 と静脈酸素化指数の関係

図4に血流制限群及び非血流制限群における血管

幅 と静脈酸素化指数の関係を示す,血 流制限群にお

ける血管幅と静脈酸素化指数との間に有意な相関関

係が認められた(pくe.05)n一 方、非血流制限群に

おける血管幅と静脈酸素化指数との間に有意な相関

関係が認められなかった。

考 察

本研究で使用 した近赤外線分光装置は、先行研究

より筋組織内におけるヘモグロビンとミオグロビン

の酸素化および脱酸素化状態によ り、筋内酸素濃度

を示す ことが確認されて いる12}。運動中の酸素化お

よび脱酸素化ヘモグロビン ・ミオグロビン

(deoxy-HbNb)の 変化は動脈血の流入や静脈還流な
どの影響によって変化 し13〕、末梢における酸素の供

給と消費のバランスを示す。中でもdeoxy-HbNbは

酸素消費が促進 した時や血流制限時に増加すること

が確認されておりi4).組織内における動脈血流入の

有無や酸素消費状態、諺血状態などを示すものと考

えられる。そのため、本研究においてはdeoxy-Hb!Mb

の変化から組織における血流量変化や酸素供給一消
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費バランスについて論ずることとした。血流制限群

におけるdeoxy-Hb/Mbは 運動の開始から著 しい増加

を示し、運動の終了まで漸次増加 した.一 方、非血

流制限群におけるdeoxy-Hb/Mbは 運動の終了まで増

加 したものの増加の程度は緩やかであった。本研究

の結果では最大随意収縮力の掌握運動中に各被験者

の最大血圧相当の圧によって血流制限を負荷したに

も関わ らずde。xy・HbNbは 増加 した。この結果は活

動筋での酸素消費の促進 と共に動脈血の流入が促進

され、静脈還流が制限されたことによる穆血状態が

起こっているものと考えられる。しか し、Takaradaet

allls)は安静時に上腕の血流を100㎜H呂 の圧で5分間

制限し.末 梢血管抵抗が約1.6倍に増加 したことを報

告している.こ のことは、血流の制限によって動脈

血の流入 と静脈還流量が減少 し、筋内が低酸素状態

に陥るものと考えられる。また、運動中は強度の増

加にともない筋内圧が増大 し、血管が機械的圧迫を

受ける ことによって筋内が低酸素状態になることも

示唆されている16}。KagayaandOgitaは 筋が休息して

いる時相の血流量は運動強度が高い程大きかったと

述べている1η。また、静的運動においては収縮期及

び弛緩期の血圧は強度が高い程上昇する3}。すなわ

ち、本研究においては最大随意収縮力による掌握運

動を3秒間の間隔をおいて間欠的に実施 したため、運

動の継続にともなう筋内圧の増加によって、掌握運

動中の血流量は減少 したものの、運動強度が高いこ

とと昇圧反応によって弛緩期での血流増加が著しい

ものと考 えられた。しか し、静脈還流は血流制限を

行っているため、ほぼ停止状態であったものと推察

される。
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一方、運動終了後の血管幅は非血流制限群に対し

て血流制限群において有意に増加 を示した。血管幅

の拡張は循環血液量の増加を示す。静的運動におい

ては運動後の血流量の増加が認められ、運動強度が

高い程、顕著である10)。また、運動後充血の影響に

よって血流量が増加することも確認されている11)。
一方、Takaradaetalは安静時に100mmHgの 圧を5分間

負荷 し、圧解放後の血中乳酸濃度の変化を検討 した。

その結果、圧を負荷 しない場合との比較において、

血中乳酸濃度が3倍以上に増加することを報告 して

いる15)。乳酸などの代謝産物は血管拡張を引き起 こ

す ことが示唆されている18)。すなわち、本研究は高

強度の掌握運度を実施 した結果、運動の継続にとも

なう血流増加、運動後充血による血流増加、そ して、

血流制限による代謝産物の蓄積にともなう血流増加

によって、運動終了後の血管幅が拡張 したものと考

えられた。

また、血流制限群においては掌握運動終了後の血

管幅と静脈酸素化指数 との間に有意な相関関係が認

められた。血流制限群においては非血流制限群に比

べ、筋組織内が高強度運動による低酸素化 と同時に

血流制限による低酸素化が起 こっているものと考え

られる。 したがって、運動の終了と血流制限を行っ

ていた圧の解放によって血流増加と共に筋内での酸

素消費が促進されるものと思われる。運動の終了と

圧の解放によって血流制限群の運動後血流量は一気

に促進されると考えられる。そのため、運動終了後

の血流速度は著 しく上昇しているものと思われる。

過度の血流速度の上昇は、組織での酸素の取 り込み

を抑制する19)。しかし、高強度の運動時においては

赤血球の毛細血管通過時間が延長され、筋での酸素

の抜き取 りが有利になる20)。すなわち、本研究の血

流制限群においては運動の終了と圧の解放によって
一気に動脈血が流入したものの、血流制限によって

貯留 していた静脈血が流出したため運動終了直後の

血管幅は著しく増加することな く時間経過にともな

い増加 した。そして、血流速度の上昇にともない活

動筋への酸素供給は少ないものの、酸素の抜き取 り

率を高めることによって活動筋での酸素消費と代謝

産物の除去を行っていたものと考えられた。

以上の結果か ら、適度な血流制限下における間欠

的最大掌握運動中の血流量は収縮期に減少し、弛緩

期で増加するものと考えられた。しかし、静脈還流

は血流制限を行っているため、筋組織内は欝血によ

る低酸素状態に陥る可能性が示唆された。また、運

動後の筋血流量は増加 し、活動筋での酸素消費が促

進されるもの と考えられた。

要 約

本研究は安静時においては血流が制限されると考

えられる各被験者の最大血圧相当の圧で血流制限を

行い、最大随意収縮における間欠的掌握運動時の活

動肢の末梢循環動態について比較検討した。被験者

は健康な成人男性6名 であった。掌握運動は最大随意

収縮において5秒 間掌握、3秒間弛緩の運動を15回実

施した。掌握運動中の活動肢の前腕屈筋群に近赤外

分光装置のプローブを固定 し、運動中及び運動後の

筋酸素動態を観察 した。また、活動肢の中指を近赤

外分光画像計測装置のプローブに挿入し、運動前及

び運動後の血流動態を観察 した。その結果、血流制

限群における活動筋でのHb/Mbの 脱酸素化は、非血

流制限群 と比較して著 しい元進が認められた。血流

制限群における掌握運動後の血管幅は非血流制限群

と比較 して有意に拡張 した。また、血流制限群にお

ける掌握運動後の血管幅 と静脈酸素化指数 との間に

有意な相関関係が認められた。

以上の結果か ら、適度な血流制限下における間欠

的最大掌握運動中及び運動後の筋血流量は増加し、

活動筋での酸素消費が促進 されるものと考えられた。

しかし、静脈還流は血流制限を行っているため、筋

組織内は欝血による低酸素状態に陥る可能性が示唆

された。
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スポーツ ・医療科学のための確率統計学講座

第3回 鳳、る鳳、搬 嗣とそ②僅醜

工学博士 堀 井 仙 松(Email:senhorii@nifty.com)

一般に、データの性質を調べるのに無限個のデータを採取することは不可能なので、有限個のサンプル(標 本と呼ぶこ

とが一般的です)を 抜き出し、このサンプルの分布か ら元のデータ(母 集団と呼ぶのが一般的です)の 性質を導き出す

手法が用いられています。この場合、目的はデータの発生源 となる確率現象の性質を求めることなので、データの性質

を確率論的に調べる必要があり、ここでは、有限個のデータに対 して離散的な確率分布を調べることにな ります。もち

ろん母集団の基本的性質や発生メカニズムか ら確率分布を導き、この連続的確率分布を解析して母集団の統計的性質を

理論的に検討できる場合もあります。いずれにしてもデータの本質を把握し検証するためには、たとえ母集団か ら抽出

したサ ンプルデータを用いる場合でも、このデータが母集団(無 限個のデータ)の 連続的確率分布をサンプリングした

ものであることから、連続的確率分布を用いて解析的に求めた理論的な統計的性質を知っていることが必要とな ります。

そ こで今回はデータや誤差が発生するメカニズムを考慮しな揮ら、いろいろな確率分布とその性質について、す こし丁

寧に話を進めてゆきます。

1.一 様 分布

現象がどのような場合でも同じ確率で発生するときの確

率分布をいいます。たとえば、理想的なサイコロで全く

ランダムにサイコロを振ることができると考えたとき、

前回第2節 の式(2-23)お よび(2-24)で示したようにど

の目の出る確率もp=116と なり、確率密度の分布は図

3-1の ようになって各目の出る確率がV6で 一様に分布

していることがわかります。

0.5

1t6

0.4

O.3

PO.2

O.1

ス

図3-1サ イコロの目の確率密度分布

これは確率変数が離散的な値をとる例ですが、確率変

数がa≦X≦bの ような連続的に値をとる場合は、確率密

度分布は図3-2の ようになります。

1ノ(b-a).邑

P

X

図3-2連 続→様分布の確率密度

離散的分布の場合 は、p(X=幼=p(Xi)=pと 書 くことが

でき、P=116(i=1,2,…,6)と なるので(こ れを単にPと

表しました)、 たとえばP(X=3)=116な どと表現でき

ました。また、3か ら5(3,45)の 目の出る確率は、

P(3≦x≦5)一 享P(Xi)÷ 圭 (3-1)

のように前回第2節 の式(2-19)を用いることができます。

同様にこのサイコロの理論分布の平均値、分散および標準

偏差は、それぞれ次のようになります(前回第3節 参照)。
　

μ富E(x)一》Pω

.1.1+2.1+3.1+4.1+5.1+6.1-3.S(3-2)
666666

v(x)-Eセx-E(x))2}

一$(Xi-Pt)2・Pω ÷ ・5・・7

ρ一緬 望3.89

(3-3)

(3-4)

連像的分布の場合は、確率密度関数をp(x)と 書き連続

関数となります。図3-2の 例はp(x)が 一定である特殊

な場合ですが、次のように表せます。

嚇
α ≦ κ ≦ わ(

3-5)

■ 〈 α,κ 〉 わ

この場合の平均値、分散および標準偏差も、前回第3

節を参照すれば、それぞれ次のように求められます。
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【注意】

a≦X≦bで あ,ても無銀個の実散を取リうるので、任意の実致a

をとる確串は

p(Xta)の ことではない!1

お

'・"=E(x)一 ∫塾 鴻

1

一
わ
冨血益-

}
b
呂ぬ

ロ

ー

一
占

・、ム=

わ2-・2φ+の(う 一の 紹+b

2(b一 の2(b一 の2

v{x)一爵 一珈 捧療2聯 一"2

イ 桔 ぬ一μ2昌嵩

芽}:

1

占 ・一』

ノ

3

{3-6)

か 一μ2
血

2占3_召32-
、郎 昌 一 、醇ヨ{西

一 の

・'+讐+ノ ー〔撃 ド 望+'

的でかつ代表的な二項分布と正規分布について詳しく説

明し、その性質をしらべて行きます。特に正規分布はラ

ンダムに採取したデータがごく自然に生成する性質なの

で、最もよく適用される重要な分布です。その他の分布

については、デL夕 を取り扱う上で、実際に直面した時

にその都度、対象とする確率変数や標本の取り方の違い

などとともに説明します。さらに、確率変数が2つ 以上

の場合の確率分布も大切です が.こ れについても後で詳

しく述べますので、しばらくの問、1変 数の確率分布に

ついてじっくり学習することにしましょう。

2.=項 分布

まず.前述の理想的なサイコロをn回 投げてひとつの

目、たとえば1の 目がk回 でる確率を考えて見ましょう。

最初に,簡 単のために、m-5,k≒3と した場合を考えて

みます。すなわち、サイコロを5回 振って3回1の 目が

でる確率を求めてみます。

1の 目が3回 出現する出方にはいろいろあります。*

を1以 外の2か ら6ま での目とすると、次の10通 りの

出方があります。

lll**11*1*ll**1

1*11*1*1*11**11

*111**11*1*1‡ll

**111

これは5つ の数字のなかで1が3つ 存在する組み合わせ

の数です。これをsC3と 書き、5コ ンビネーション3

(5CoMbinatiCn3)と 読み 次のように計算 します.

5c3-5妻 ・lilil-・ ・ (3-9)

2
)■⑩

回

21

幽
b

2

■

4幽b

霊緬
1σ

(3一了)

(3一帥

計算はすこし面倒そうにみえますが、なれるとそうでも

ありません。ここでは、自分で計算をしなくてもよいよ

うに丁寧に式の変形(計 算過程)を 示しておきました.

この節では確率の分布(以 下では単に確率分布と呼び

ます)の なかでも最もわかり易い一様分布について説明

しましたが、現象の発生過程(メ カニズム)に よっては

いろいろな確率分布が存在します。たとえば.代 表的な

分布だけでも、一様分布(矩 形分布と呼ぶこともありま

す)以 外に 二聯 布、ボアソン分布、超幾何分布、指

数分布、正規分布、t分 布、X2(カ イ2乗)分 布、r

分布.ワ イ=カレ分布、F分 布などがあり、中には聞いた

ことのある名前もあると思います。ここでは、最も基本

ここで、sP3は 、5パ ーミテイション3と 読み、5か ら

1っ つつ減 らした数を3つ 掛けること(積)を 意味しま

す。3!は 、3フ ァク トリアルと読み、3か ら1つ づつ

減 らした数を最後1ま で全部掛けることを意味 します。

詳細は 【参考ユ(次 ページ)を 参照して ください。

さて、前述の10通 りの1つ1つ は皆同じ確率

(壱ア・〔含プ

なので、サイコロを5回 振って3回1の 目がでる確率は、

醐 ・咽 ・〔暑プ

一10._王_,22.o.。32

21636 (3-10)

とな ります。

サイコロをn回 投げて1の 目がk回 出る確率は上の
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【参考1

パーミテイション(HermUtztitn)は日本語では順列とよ「計L異 なる

■個のもの 仇 とえば数字}か らr個 をとりだして並べる並べ方の

数を、thと かき次のように求めます。

nPr■n(n-1)(n-2)(n-3)…(n-r+1)

た とえば52牧 の トランプめカードから3枚 を按き取,て 並べる

と吉、最初の1枚 目は52枚 のどれでもよいから52通 りあり、そ

の52通 りの1つ1つ に対して、2枚 目は(先 に1枚 按き取ってし

まっているので}残 りの51枚 から、すなわち51通 りの娠き取り方

があります。同様に3枚 目は50通 りの抜き取り方がありますので.

この3枚 の並べ方は

52・iIi■5ユ+51・50置132{剴 〕0

通りあること謀 められます』

前述のthに おいて、r=nの と世、すなわち.曲 はn1(Facttual)

とかき、次のように勅 ます』

一:IPn#n1in〔n-1Xn-2Xn"3)・'・ …3・2・1

た とえ「孟1か ら10ま での10個 の敷字から異なる10個 の辮

をと,て 並べる並べ方は

10r-10・9・S・7・6・S・4・3・2-1舳362日SOO

通 りあることがわかります.と ころで」nP}の よう倉順列において、

もし同じもの 倣 字など)を 何回飯き取って並べてもよいときに1よ

つぎのように車められることはすぐにわか邑と思います.こ れを重

複する順列と言い、記号健皿を用います。

・叫 ・一 一バ
ア

組み合わせについては たとえば10人 の勇子から3人 の役員

A,B,Cを 鑑出する組み台わせを束めるような場合を毒えるとわ

かり易いでしょう.10人 から3人 選ぶ方注 く並べ方)はiePヨ あり

ますがlA,日,Cに 」糊 出されてもよく、これには3!通 り

の並べ方があります。先の1。Patゴまこの逓出の仕方が含まれていま

すので.3人 糀 后わせだけを京めるcaま10P,を31で 割っ

ておけばよいことに成りま凱 すなわち、

10cヨ ■
・。亀

肩1。'9'8"120

313・2'1

となります』一般1二皿個の異なる棚臨のものからT個 を選瀞

含わ嵐`

・ら 一一穿 一≠ 以㌔らザ

と書けますe」 ¢第3式 は第2式 の分子と分母に(並 一r)庵 酬 ナる

と得られます』最後は第3式 でr逢(n-r)で 置き換えても同じで

あることから成り立ちます。さらlqn個 のものから重複を許してr

個とる組み合わせがあります。こ相 ま重複組み合わ世と呼び.曲

と書き、次のように求められます.

nHr㌦+,_1C,

この意妹は 此 とiAユqrKを すべて動挙して醤いて見るとよくわ

かると思いま嵐 各自試みるなり,高 等学校の較科書などを引きず

り出して、みなおし・てみ巻のもよいと思いま1藍

例からわかるように、→ 側ヒして(5⇒ 叫3⇒kに 書き

換えると)、次式のように書 くことができます。

蔚P(・ ・x・k)-nCk・ ㈲ 止 〔著)"'k(3-ii)

上式は、離散的確率密度関数を表 してお り.確 率変数

Xの 取 りうる値は、O,li2,…nで 、横軸にkの 値、縦

軸にp(叫k)を とり図示すると、確率密度分布が示され

ますeこ のとき、 「確率変数xは 、試行回数L生 起確

率]V6の 二項分布B{叫k)に 従う」 と言いますe

ここで、実際に上式(3-11)の 二項分布 を図示 して見

ましょう。

まず、】EiXelを立ち上げて、副A1--A31に0～30を

入力します。っぎに、メニューバーの 血 をクリックし、

関数COMB】[N(Cbmb囲onnCrの 関数)を選択して、Bl

へ``=CX)MBPt(10N)・{鰐A1・(50A{10Al)"と 入力 しますe

あとはiこ れ をB2～Bllに コピーすれば、"IO,M5)の

』0～10の 値が 自動的に計算され、図3-3の 礪皿B列

ように得 られます。同様に、B(sO,U6)を 求めるために

Clに"=OOMEMSKsON)i(11E)AA1章(5㎜Alア'と 入力し、

これ をC2{く31コ ピーします。次に,メ ニューパーの

グラフ(カ ラー棒グラフのアイコン)を クリックし、グ

ラフウィザー ドに従えば図3-3の ような二項分布が図

示されま肌 ここでは、グラフウィザー ドの中で、図3-4

のように設定 していますe図 中の値0り:の ところは系列

に応 じてB列 あるいはC列 を ドラッグするだけで入力

できることを利用して下さい.ま た、項 目軸 ラベルに使

用①=の ところはx軸 の値を設定 するので、ここではA1
～A31を ドラッグして入力 します。x軸 の表示に関して

は、図3-3の グラフのx軸 の数字の並んでいるところ

で、マウスを右クリックすると、図3-5の ようなメニュ
ーがポップアップされるので.目 盛ラベルの間隔⑲=に

【参考 】

式{3-1Dの ような密度閑数崔持つ分布を=項 分市と呼愚理由は

(P十a)"の 第k項 の係倣が,丁 度

.qピP㌔ 昂一是

と表 され ことによ るので 凱.ち なみに、 〔p+q)"を 測 用する と、

ip+q)"・ 躍CopOen+nClple"-1+…+nCkpke"-t+…

第顧

'・・㌔ ら 〆"

♂一誓
{

となり、上記k項 む拭{3-IDに 酷似しており.上 述の理由が理

解で壷ます.な お.nCrは 次のような記号巻用いることもあり

ま虫
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適当な数字を入れてバランスよく表示すると、図が見や

すくなります(こ こでは5と しています)。 この値を小

さくするとx軸 の数字は自動的に横向きになります。

孕 冨CO蘭副N【¶O1>■く1鴻}A1応/ω 「(10一剤》

蹄 己 纏'傭 鰻灘'羅 捻

__榊_駄 議ち_環_遮_甑 一_、_漉__.論 晶 ム_』「繍 諭 論 甜__書 篇 転__ノ__誌_

ここで二項分布の一般な定義をまとめておきます。

葱

茎

ギ

愚
豪

、鴇
姦

疑

風
、胤
、擾

冊
船
.詮

簸

穿

.

.勢

乳

へ

0161506

t13230rl

O29071

Ql55〔 凋5

ac542pe

aor3024

eoO2171

70000240

190E咽05、
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二項分布、B(qp)と は、1回 の試行で現象の起る

確率がpの 試行を独立にn回 繰り返すとき、現

象の起る回数Xの 分布を言う。ただし、O・cgi)<1

である。 現象の起る回数Xがkの とき、

q=1-pと 書くと

P(x-k)-nCk・pk・qn-k

と表される。

(3-12)

さて、二項分布の平均値と分散を求めてみましょう。

平均値は、確率密度関数を、式(3-11)でnを 省略 しkを

xと 書いて しまえば、次式

o灘
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ハ ぬ
f-Eα)一 景 ・P(・)一景 ・(1)・pX(・-p)n-x㈹

を求めることになります。理論計算になれていない場合

は以下の計算は、面倒に感じられると思います。実際に

求めるときは 結果を用いればよいし、Exce1を用いるて

も簡単に計算できますので不要のようですが、なぜそう

なるのかを知っておくことも大切です。 式(3-13)は、

ハ

IE・亙α)・ 景'

π

・Σ ψ'

n(n'1)(""2)"●(n-x+1)
・〆(・-P)n-x

x!

("'1)(〃-2)'"(n『x+1)・ ρ(x-・)(・-P)。+(x-・)

(x-1)!

ハ

噸 Σ(笥 ・P(x'1)a-P)崎 飼)

:
,灘 警F∵

縢羅 撫 恕

4∵1嘱審 凝
・
、 、.♂'訂 擁 く",デ 《、亀

＼憾 曇il…∵1＼ 塗 ・
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とな りますが、 Σ以降の計算は、B(n-1,p)の すべての場

合の相対度数の和 となるので当然1と なるので結局

x=E(x)snp (3-14)

となります。分散も上式と同様の計算を注意深く行うと

と以下のように求められます。

り
σ2-》-E(x)}2'P(x)

π

一Σ圃' 2n(n"1)(n-2)●'●(n'x+1)・P・(1 .P)n・-x

x!

一n(n-1)P2+(1-2np)np+n2P2-np(1-P)

=np(1-P) (3-15)
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3.正 規 分布

読者の皆さんは、スポーツ ・医療に限らず種々の分野

で、デー一タの統計的解析を行っている例をみるとき、正

規分布を仮定している場合の多いことに、気が付いてお

られることと思います。データを取得したときの誤差な

どのように、偶発的あるいは無作為{ラ ンダム)に 発生

すると考えられる現象や他の分布をすると考えられる場

合でもデータの数が大きい場合には 仁 項分布など多く

の分布において適当な条件のもとでは正規分布とみなす

ことができる)大 抵、正規分布とみなして、統計的な性

質の検討がなされています。

これはなぜでしょうか?

この節では、確率変数がどのような性質を持っ場合に正

規分布をするのか、確率密度関数はどのようにして求め

られるのかを説明しながら、上述の問題を考えて行きた

いと思います。なお、以下では.正 規分布がいかに自然

に生成するかをわかり易く説明するために、多少数学的

厳密性を欠くことを承知の上で、条件付最適化手法の1

つであるL昭rangeの 未定乗敷法などの説明をはぶきこ

れを直接には使うことなく話を進めてゆきます。

まず、ごく自然に発生する現象を考えてみましょう。

ある大学の弓道部の学生が的の中心に当てるために弓矢

を放っている状況を想像してみてください。下手な人は

なかなか的の真中にあたりませんが、名人といわれる人

は、ほとんど的の中心の近傍に矢が突き刺さります。こ

の的にあたったところを点として図示してみると,たと

えば図3-6の ように衰せます。

翼

y

螂

少

●

賢

●

図3-6矢 訓的に命中した屯

この図で、矢の当たった点 に番号をつけて、任意のi番

目の座標を 偶yi)と します。的の原点を(Xthyo)と す

れば この中心か らのずれの大きさは、x軸 では(N.XO),

y軸 では(yi-y。)と なります。ここでは簡単のため、横

方向のずれだけを考えることにして、そのずれを

Si=Xi■XO (3-16}

と書 くことに します。 ここでの問題はこのずれ`が どの

ような分布をするかを求めることです。この問題は、た

とえば、半径 痴 の鉄の円筒状の棒を生産したときに、

得られた鉄棒の半径の誤差を考えて、i個目の誤差が 式

(3-16)で表され その誤差の分布を調べる問題と考えて

も同じことです。

さて、任意のi番 目の矢のずれは(M)番 目の矢のず

れには全く影響がないものとします。これはずれの発生

する事象が独立であることを意味します。いま,n回 の

試行を行ったとするとき、平均値は当然のことながら
り

"・去》 ㈹

となります。また、ずれ(誤 差)は 偶発的に偏ることな

く発生するので(ラ ンダム)、

な ほ ロ

》 ・》 一如・Σ…

・蝶 Σ卿 ・岬 噸 一〇 ㈹

と仮定 します 。

一方 、ずれElEi・ ・enの 起 こる確率 は式{2-1)よ り、

P-P(Sle2E3…En)■ 」P{el}・P{s2}'P{e3)・ … ・P(en)

ロ
P(。i)(3-19)・口

と書けます。上式の積を表すrIは 加算のΣに対応する記

号で、bundp(ε)fiumi=1tonな どと読みます。この

式で昏よ μ=Xoを 明示的(醐)に はp㎝m吻 とし

て表示 して いませ んが、通常 、平均 値や分散な どの

pararmtaの 関数 と して表 し・ 尤度 関数(1ikelifood

血圃 ㎞)と 呼んでいます。

ところで、式(3-IS)は 、 β=x。 となるときが最 も自

然で、このときのNあ るいは εi(』1～n)の 発生する

可能性が最 も高いことを示していると言えます。すなわ

ち、尤廣関数Pが 最大になることに相当します。このこ

とを詳 しく調べるに当たって.式(3-19}の ままでは扱い

にくいので、この式の自然対数をとって次式のように表

します。

L・1・9e-・ 管 ㈲}・ 薯inp(・・)(3-2・〉

このLは 、対数関数が単調増加関数であることから.

その最大値はPの 最大値を与えてくれるので、次式

缶 冒Σゐ 讐}農 一・

が、Lを 最大にする条件を示すことになります。ここで

aLOp〔Ei)

伽}軸

一23一
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などは、それぞれ、Xo,εiだ けを変数として微分する

演算子で、変微分と言います。読み方は、たとえばR〕Ut

(ラウンド)dレRO皿d価 のようにラウン ドをつけて読

みます。

【注意】

関数の最大値や最'」緬 を求める場合、国のように関致の勾

配{徴 分係数一 微分した結果がまだその変数の関数であ

る場台は導関数といいます 一)を 求めて、Oに なる点を

求めます。ただし、それだけでは最大か最小かわからない

ので、通常もう一度徹分してそのときの徴分値の正負(勾

配が増加しているか現象しているか)を 見て判莇します.

数が最大になることがわかっているので.こ れらの吟味を

はぶいています。

ここで、式(3-16)か らわかるように

聖L、-1

ttto

で あ るか ら 擢1e
p(εi)

Σ 爾 殉 騨o (3-21)

とな りますeと ころで、上式 と同時に、式{3-1S)が 成り

立つ必要がありますので、任意の定数 λ を用い、

あるい}済 謡 旨)+λΣ　 ・

E〔P自)讐}瑚 〕一・

が成 り立つようにします。 この式は()の 中が0で あ

れ ばよ く、 εiの値は実数であ り、iに 関係な く成 り立っ

連続変数で表すことにすれば、変数は εだけなので、

あるいは

_1_dp{s)+λStO

P(e)dE

吻 ω 冨一λ曲

P(E)

(3-22)

(3-23)

と書 くことが出来ます。上式は簡単な微分方程式で、こ

れ をP(ε)に ついて解 くことにより・求める確率密度関

数が得 られます。それでは求めてみましょう。まず、両

辺 を積分すると、

lnp(、)t-Ae2+c
2

とな ります。ここでCは 不定積分を行ったときの積分定

数です。上式を書き直 してP([E)は 、

`一
■し齪

-

,

虚

具

一
2
一

曜営
)ε(P

(3-24)

と求め られます。上式の積分定数Aは 、確率密度関数が

式(2-Z2)を満足す る必要がある ことか ら(第2回2節 参

照)求 め られます.す なわち、

c。c。-Lε2

∫苗Pω繭 ∫'2飼(3-25)

より積分定数Aを 求めます。ここで変数変換

(A。2∫2).ξ2を 行 うと耐 御 評 〔.4ξ とな るので

ル ω一 涯∫ンξ=飼

と書き換えられます。この積分の計算方法については次

ページの 【参考】を参照してください。計算の結果は次

のようになります。

」飽 ・・

ここで(VV「)sσ とおくことにより、積分定数Aは 、

1A
胃

偏 σ

となり、式(3-24)よ り、求める確率密度関数は、

,ユ

1
.e昌7P(E)耳

偏 σ
(3-26)

として得られます。この式は弓を射ったときの的の中心

からの`ずれ"が発生する確率密度関数を表しています.

一24一
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ところで、長～い厄介な説明や計算ではありましたが、

正規分布の確率密度関数が式(3-26)のように表されるこ

とにほぼ納得していただけたと思います。

【参考】

次の積分の求め方を説明します。

J'tca

.・'#2dU

この稜分は、定積分なので次のようにxをyに 替えてもおな

じです。

'☆ 煽}r砺 尋 晦 ・"

したが って.上 式の1は 、

む の 　ロ の

'ユー∫'2嘱 轟 ・∬ 〆 ぜ勅

とも書き直せますrpこれは2変 数の積分となりますe計算を

簡単にするた弧 変数変換を行います』2変 数なのでx-Y平

面で極座標変換をおこないます。

由・

変数変換には一般にJacebian行 列武による方法が用い

られます那、ここでは簡堪に図の徴小面積が

dUdy-rdrde

であるとして変数変換を行います。ただ し、eの 単位は

Radian([rad])で すnこ のとき、これも図か らわかるように、

x:o～cor=oP-…-co

y:o～o。 がe1o～ π/2

と積分範囲が変ります。すなわち.

'ユ「Pで ・〆雄・凱 一1同1

π

4

とな り、

三 ㎝副ビ 評

J-2∬-2・ 吾 一va

が得られます.

しか しな溺ら.こ こではむしろ、確率密度関数の導出

そのものではなく、対象 としている現象がランダムに生

起することと、その現象が自然で最 も起 こりやすいこと

(その現象の生起する確率(尤 度)が 最 大)だ けを前提

にして得 られる、きわめて自然な発生確率を持つ分布が
`'正規分布"で あることを理解すべきだと思います

。

ここで、式(3-16)ty(3-1S}を 参照 して、E・x一 μと

置き換えると、弓を射ったとき、的に当たる場所のx軸

の位置の発生確率を表す密度関数が次のように得 られ ま

す。
(ヱーμ)ユ

Pα)唱毒 ゼ2♂ ㈱

さて、せっかく正規分布の確率密度関数力鴨 られたの

で、早速 これをグラフに描き、この確率密度関数の性質

を調べてみましょう。P㈹ の値は、あらか じめμとσを

与えて.い ろいろなxに 対 して式(3-2了)を直接計算(た

とえば関数電卓などで)し てもよいのですが、ここでは

当然のことながら、Ekelを 用いていとも簡単に描 くこ

とが出来ることを示 しましょう。

ところでその前に、この分布の平均値と分散を求めて

おきましょう.平 均値 と分散は.こ れまでと同様に、式

(2-29)お よび(2-36)あ るいは(2-3T)を 用いて、それぞれ

次式のように計算されます.

(耳一μ〕≧

購 右 ∫}・・一ガ 血}㈹

加(エ ー剥)宮

v(x)一 法
σ∫ 許 一P)2・・2eidx

3)
一α

)92昌3(ユσ嵩
2
μ"ぬユ肋ア

2
的

1

～
偏 ㎝σ

胃

この計算は難 しいわげではありませんが、部分積分など

を用いて計算するので少し長 くな ります。今回は、これ

まででも計算が多く、 うんざりしていることと思います

ので省略 しますが 試 してみたい方は計算 を試みてくだ

さい.丁 寧に解説した確率論 の教科書などをひもといて

みると、算出例が見つかるかも知れません.

さて、この結果から、任意に仮定 したはずの σ は、

実}よ 標準偏差であることがわかった(σ2が 分散 を表

しているので)こ とに注目していただきたいと思います。

正規分布 の確率密度関数は、式(3-27)か らわかるよう

に変数はxで すが、μとσによって関数の形が変ること

が予想され ます。そ こで、xは 、与えられたμとσを持

つ正規分布に従 うといいますeこ れを、"xは 、N(μ,

a2)に 従 う"と 記号N(μ,a2)で 表 します。
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それでは、平均値 μが5,で 、σ が0.5,1.01.5の

3つ の場合の確率密度関数 をExoe1に よ り描 いてみ ま

しょう。Exce1に は、NORMDIsr(x,μ,σ,F)と い

う関数があ ります。()の 中の"F"は 、関数の形式

を選択する引数で、Fニ1の とき累積分布関数で,F=0

のとき確率密度関数 を指定します。 この関数は、与えら

れたx,μ,σ に対する累積分布関数あるいは確率密度

関数を計算して与えてくれます。

まず、Exce1を 立ち上げ、xの値をA列 に入力 します。

ここでは、2～8の 間をO.1き ざみに2.0,2.12.2,…&0

まで入力します。もちろん、一々キーボー ドか ら入力し

ていてはたまらないので次のような工夫をします。

①

②

③

まず、ceNA1に`?.ty'を 入 力する。

A2に"=A1尋0.1"を 入力する。=を 忘れないように。

A2の 内容をA3～A61ま で コピーする。

これで見事に必要なxの すべての値がA1～A61入 力さ

れたことでしょう。し

次に、㏄皿C1に 、"=NORMDIST(A15,05ρ)"と 入力し、

これをC2～C61に コピーします。同様に、

cdlD1に は 、,,=NORMDIST(A15,1ρ),'

㏄皿E1に}ま 、,LNORMI)IST(Al5,15,0)"

と入力し、これをそれぞれD2～D61お よびE2～E61に

コピーします。この結果の一部 を示したのが図3-7で す。
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正規分布の確率密窟関数
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図3-9か らわかるように、σが大きいときは確率密度

の分布が広がっており、σが標準偏差であり、σ2が 分

散を表していることが確かめられます

4.お わ りに

図3-7

あとは、メニューバーのグラフのアイコンをクリックし、

グラフウィザー ドに従っていつものようにグラフの設定

を行います。データに対 しては、cell、た とえば、C1～

C61な どを ドラッグしたり、グラフが3本 あるので、系

列を追加 して名称を入力するなど適宜項 目を設定すると、

図3-9の ようなグラフが自動的に得られます。なお、参

考までに、途中の設定例 を図3-8に 示しておきました。

今回は、尻切れトンボになってしまいましたが、次回

は、"正 規分布の性質"と いう節からスター トして続き

を説明して行きます。基礎をしっかり勉強することが大

切だと思っていますので、テンポは遅くなりますが、丁

寧に話しを進めて行きます。実際に研究で得られたデー

タの解析に直接利用できるノウハウを獲得する道はまだ

程遠いと言えます。なお、今回は特に新しい文献を参照

しておりませんので、参考文献は省略します。

【誤りの訂正 】

第2回 の式(2-32)に お いてい

誤=V《ix)tE{σ(-Eσ ζめ

正=V()()tE{(X-E(X))2}
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平成14年度 支部だより

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

《北海道支部 》

北海道支部は、本学会発足当初から発表率20%以 上

(第2回17.6%を 除く)と全国トップの発表率を維持してい

る。このことは、片岡繁雄支部長を中心として、大学関係

の研究グループと柔道整復師関係の研究グループがそ

れぞれのテーマについて意欲的に研究に取り組んでい

る結果と思われる。

第4回大会では,当支部から12題 の研究発表があり、大

学関係者は了題,柔整師は、「柔道整復師のコミュニケー

ション能力に関する研究」2題と「空手道大会における外

傷について」、「空手道大会の負傷選手の試合継続判断と

柔道整復師について」それと筆者の研究と、計5題 の発

表があった。

「柔道整復師のコミュニケーシ…ヨン能力に関する研究」

は3年 間続けている研究で、主に道内の柔道整復師会員

がデータの収集、分析から発表練習まで行った。会員は広

範囲に在住し,共同研究者が一同に介して研究討議を重

ね,発表することには,研究に対する意欲の裏付けを必要

とする。この研究を通じて、柔道整復師のコミュニケーシ

ョン能力の現実も把握でき,また研究を通じて能力の進歩

が実証でき、「研究」から「臨床」へとフィードバックされる

ものと思われる。

「空手道大会と柔道整復師」の2題 の研究は、毎年開催

される全北海道空手道大会の医務係として20数 年の実

践活動を踏まえた上での、活動報告(前年度の大会のデ
ータは第7回JATAC全 国活動報告会で発表)であり,実践

報告から研究へと進んだ良い例であった。

柔道整復師は研究の目的,方法,データの収集、分析、

考察,そして論理の構成等,未熟な領域ではあるが、支部

長が 「研究アドバイザー」となり,発表できるまでに至って

いる。そこには、研究としての問題性 データの数量化・数

値化、分類、分析,解釈,関連文献等,柔道整復学の研究領

域の広がりがみられ、柔整学研究の方向性を学び取る研

究過程であった思われる。

前述の2題 は第31回 学術研修会(平成14年 度支部総

会)において,共同研究の募集・案内を行い、柔道整復師の

ための 「研究者育成」の機会を設けている。研究は日常の

臨場のなかで興味のある課題を持ち寄って,共同研究に

参加するところから行動(Action)を起こして頂きたい。

また、北海道教育大学旭川校で開催された第3回の学

術大会には,柔道整復師養成校の学生十数名が参加し、活

発で新鮮な質問が多くみられました。彼らの疑問点や探

求心が持続され,また研究に意欲的になることは、養成校

の教員として期待しているところである。

平成14年12月 、大学関係者と柔道整復師関係者の研究

グループがそれぞれの研究課題を発表し,相互討議した

後、来年の研究の課題を決定した。今年も研究発表する意

欲が湧いてきた研究会であった。

平成15年 度の支部総会及び学術研 彦会は、平成15年5

月24・25日 に、北海道教育大学旭川校に於いて開催され

る。24日が 「柔道整復療法における症例研究について」

(15時から1了時まで、講師:片岡繁雄氏〉、25日が 「足底板

(Podiatry)の理論と実際1(9時 から16時 まで、講師:入澤

正氏、横澤隆男氏)を予定し、臨床と研究に役立つ研 彦会

を目標としているので、北海道の会員はもとより,全国の

多くの会員の参加も期待している。

なお,平成16年 度の全国学会大会は、片岡繁雄支部長

のもとに、北海道自動車短期大学(札幌市)に於いて9月

18日 》20{ヨに開催する準備をしているので、お知らせす

るとともに,多くの会員の参加をお待ち申し上げます。

(文責:小野寺恒己)

《東北支部 》

日本スポーツ整復療法学会の東北支部設立記念行事と

して第34回 学術研修会が、ようやく去る2002年12月8

日(臼)、仙台接骨医療専門学校講堂において開催された。

会員の多くがJATAC会 員でもあることから、NPO法 人

JATACの 東北地区の研 彦会も兼ねて質氣 ここぢんまりと

行われた。プログラムは次の通りであった。

1)講演1「 運動と免疫」東北大学大学院医学系研究科

病態運動学、永富 良一 教授

2)講演2「 学校体育における武道の変遷1仙台大学体

育学部体育学科、斉藤浩=二 助教授

3)JATAC活 動報告

4)東 北各県の代表者による簡単な現況報告

5)東北支部設立会

講演1では、元気あふれる運動免疫学の若い永富教授

の、大変わかりやすい免疫の仕組みをパソコンプレゼン

テーシヨンされた。細胞内外への敵への防御システム、NK

細胞の問題、交感神経系と好中球・リンパ球など、免疫リズ

ムの問題についての最新の知見を講演された。終了後も

個人的質問が殺到した。参加各位の関1[吻高さを示した。

講演2では、剣道 了段教士、斉藤助教授が剣道家の立場

から、武道が日本の学校教育にどう取り入れられ今[ヨに

至ったかを、わかりやすく解説された。戦争(国防)、精神、

平和、スポーツ化、固有の文化などのキーワードに示され

るような歴史についてふれ、平成元年以降の学習指導要

領改訂まで話された。

以上への出席は46名 であった。

会員15名 その他約15名 、計約30名 出席のもと、学会

東北支部が設立された。当面了承されたことは以下の点

である.
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支部長 佐藤 鍵(仙台大学、学会理事)

副支部長 庄子和良(こうしんどうみやぎの接骨院、

学会評議員)

事務局 高橋武彦(赤門鍼灸柔整専門学校)

舎後の活動計画についてはおって要望をふまえ検討し

ていくことになろう。当方としては年に1,2回 、実際的な

ワークシヨ,プを開催したいと考えている。

はるばる片岡幸雄理事長にご出席いただいたことに

感謝いたします。

(文責=支部長 佐藤 握)

《関東支部 》

平成14年 度「関東支部」の支部会は、平成15年3月30

日(日)10時 ～16時 の日程で東京工業大学コラポレーショ

ンルームにて、第3T回 学術研修会として開催され、25名

の参加者があった。

プログラムは、前回同様(平成14年2月3日 、於 東工大)

「新1日療法の融合を探求して」のサブタイトルのもと、S

回は「実習を中心に」のコンセプトのもと以下の内容であ

った。

「)「足部障害予防テーピングの理論と実技」(入沢 正

氏)=足病医学と足底板療法に関してアメ1」力留学経駐を

生かした最新の実践技術の実習指導、講演が行われた.

2)「超音波観察・診断の実技」(嶋木敏輝 氏>1実測デー

タを紹介し、参加者が実際に機材を操作しながらの超音

波を利用した診断と観察法についての実習指導、講演が

なされた。

3)懇親会(17時 ～20時)鯉 事長、関東支部長以下約18

名が参加して、懇親会が行われた。

雑感=

関東支部の支部会としては、東京商船大学で第1回目が

開催されて以来、今回で4回目となりますが、2回目以降、

東工大での開催への参加者が少ないことは、少々残念に

思います。開催の時期・場所・講演内容等の検討すべき問

題もあると思うが、次回以降、より多くの会員の参加を期

待したい。

当日、年度末の繁忙期にも拘わらず参加された会員の

方々は、熱心に実習・研鎭をされ、さらに懇親会において

まで議論を深め、意欲的に取り組んでいた。

尚、平成15年 度は、舎秋に埼玉県で開催することと、来

春(2月 または3月)に 東京で開催の年間2回 の開催予定

を検討〔Pで、テーマ等は未定である。

また、本支部会は、「メド城取」、「東京レジャースポー

ツ」「帝京弩備保障」、「松嘉」、各社の協賛を得て開催さ

れたことを付記する。

貼附写真は、実習風景である。
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当支部では、14年9月15日(日 ・敬老の日)に14年 度第

1回学術珊 彦会、さらに15年2月11日(火 健 国記念日)に

第2回 学術研修会を開催したので下記に報告する。

○第1回 学術研修会(NPO法 人JATACと 共催)

参加者了6名を集め長野市の駅近くの東口飯店にて、地

域の一般参加者も可能な公開講習研修会として開催した。

午後1時・午後6時まで熱の入った研修会となった.

最初に「私から見た柔道整復師と理学療法士の違い」と

題して、ドクターの立場から長野赤十字病院整形外科部長

の金物寿久先生に講演をいただいた、柔整とP丁 との違

い(開業権・報酬・教育・医療ズタップ・業態場所等)や共通

点(外傷患者や運動器患者を扱う)について、柔整師に説

きに厳しく、また勇気付け、そして反省も促された.

つづいて、「柔道整復師(ボ ランティア活動含む)と法

律」鈴木英二法律事務所長の鈴木英=先 生に講演をいた

だいた。損害賠償請求の①不法行為責任(交通事故等)と
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②債務不属行責任(商業取引等)1こいて講寅いたたLいたp

主に①にっいて、訴訟から自身を守り、訴訟を起こされな

いための予防には、当たり前のことであるが、改めて施

術者の善感注意義務といって施術者には最善の努力と・

注意を払い診療にあたる義務が課せられる.このことか

ら確かなカルテの作成、保存、説明貴任の励行、診療技

術・知織の向上をあげられた.

シンポジウムはFPZUチ,外レサー・柔道整復師、21世紀の魅

力づくり」と題し、司会=JATACNAGANO西 條賢治理事、シy

ガシ"スト1金物寿久医師、鈴木英=弁 護=L、JATAC片 岡幸雄

副会長、JATACNAGANO原 和正会長で各先生方から柔整

の特徴を生かした、大変将来に夢のある魅力的な建設的

な意見をいただき勇気付けられたシンポジウムであった。

最後に、フリーディスカッシヨンとして気軽に意見交換を

行えるよう、会食しながら医師、弁護士、大学教授を交え

有意義な交換の場となった。

'壼 二璽 ∵

先生に、肩・肘関節の損傷・障害を中心に、MRI・内視鏡・

X-P等 の画像説明をしながら段階的な1」ハビリプログラ

ムの重要性を長年の経験と最新の医療水準を交え熱心

な講演をいただいた。

つづいて、「アスレチックトレーニング(競技刀同上のプ

ログラミング)」と題し、大阪国際大学講師蛭間栄介先生

に、筋力トレーニングの方法、効果、測定法、推定法、食事

等パソコンを使った画像と実技パフオーマンスで、フィー

ルド及び施術所で即実行可能な有意義な講演をいただ

いた。

午後のシンポジウムは、「スポーツ活動による腰痛の評

価・診断 治凛法」と題し、司会源和正、シンポジスト:tw

賢司会員 「関節運動学的(AKA>ア プローチから診る」、野

何富士雄会員 「ストレイン&カ ウンターストレィンから診

る」、丸山剛会員 「中足部圧痛テスト法から診る」、原和正

JATACNAGANO会 長「マV'Rルェナジー・テクニΨク{MET)

から診る」という各視点から各々実技を交え説明いただ

いた。会場から「工一ズ療法」「カイロから診る」等の報告

もあり、実に有意義なシンポジウムであった。
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O平 成15年 度の研修会予定は、平成15年9月 および平

成16年2月 の2回 を予定している.

(文貴 支部長 原 和正)

911

一}

、

,

一魔

一鯵
,
評

弔

田
む

ド

吉松俊一先生(左)と 蛭間栄介先生(右)

《関西支部 》

4巻1{≡}に掲載済み。

C第2回 学術研修会{Npo法 人」ATAcと共催)

参加者了4名を集め(社)長野県柔道整復師会館にて、会

回はマスコミを活用し前回同様公開講習研修会として開

催した.午前9時から午後3時半まで昼食時閤を30分 に短

縮し熱の入った研修会となった。

最初に「アスレチックリハビリテーション(競技復帰まで

のプログラミング)」と題し、更埴中央病院院長吉松俊一

《九州支部 》

7LlltH支部は、平成14年6月9日(日)午 後1時 から福岡

市博多区のホテルク1」オコート博多において支部会結成

を兼ねた第一回の研 彦会を開催した.当 日は21名 の参加

者があった。
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以下の内容であった。

講演1「スポーツ肩障害」(西島稔了氏 本会評議員)

講演2「スポーツ障害の捉え方とその実際1

(上妻雅裕氏 スポーツヘルス企画代表)

講演3「スポーツ選手に対するマニュアルセラビー」

(高辻 直人氏 スポーツヘルス企画)

続いて九州支部の支部会設立について、本会評議員の

西島稔了氏から支部会設立の提案が出され、承認された。

また、支部長、事務局について決定した。

支部役員は、支部長を草場義昭氏(本会理事)、事務局

には松下慶太(松下整骨院 福岡県)を選任した。現在の

支部会員は23名 である。

九州支部の事務局(連絡先)を以下に置く。

〒836-08了3福 岡県大牟田市駿馬冊6松 下整骨院

松下慶太(E-Mail:mkeita@d9.dion.ne.jp)

九州支部会としては、まだ会員数も少なく、学会大会へ

の出席者も極めて少なく、意識も不足していることは残

念なことと感じている。意識付けを少しずつ続けていく

ために、年に一度は九州での研修会を開催したいという

のが、九州支部会発足の理由である。

今回は会員以外の方の出席とご協力も戴いた。また、

会場の関係で開催日の変更を行った結果、やむを得ず不

参加となった会員が出て残念だった。終了後、同ホテル

の一室において懇親会を行い、和気縞々とした話の中で

親睦を深め、これからの九州支部会の発展を願いつつ閉

会した。

(文責:松下慶太)

一30一



スポーツ整復療法学研究 第5巻 ・第1号2003年9月

平成15年 度 第1回 理事会議事録

開催日:平 成15年7月6日(日)

開催会場:東 京商船大学

出席者:片 岡繁、岡本(副 会長)、片岡幸(理 事長)

岩田、岩本芳、草場、佐野、畠中、原、増原(理 事)

報告事項

1,総 務関連(佐 野理事)

1)会 員動向:平 成15年6月 末現在会員数515

2)会 員のe一皿ai1ア ドレス所有数217

3)学 会概要パンフレット:若干改訂 した(専 門分科会、

学会開催案内等を加筆)

4)学 会ホームページ:順 次改訂している

2,財 務関連(佐 野理事)

1)前 年度会費未納数:正 会員14名 、賛助会員2社

(8/15ま で未納の場合は除名扱い)

2)本 年度会費納入数:平 成15年6月 末現在208

3,学 会大会関連(増 原理事)

1)第5回 学会大会の進捗状況について、資料に基づき下

記のように説明があった。

第1日iO/18日(土)

9:30大 会実行委員会

10:00研 究発表

11:30昼 食、評議員会

13:00研 究発表

16:00専 門分科会シンポジウム

「肩の疾患 ・あなたな らどうする?ス ポーツ

の早期復帰を目指して」

司会:畠 中耕作(畠 中整骨院)

シンポジス ト:

1)整 形外科医 角谷英樹(角 谷整形外科)

2)鍼 灸師 荻野利赴(社:和 歌山県鍼灸師

会)

3)ト レーナー 倉田忠司(コ ンデイショニング

センター鍼灸整骨院)

4)カ イロ師 任海一彦(任 海カイロ院)

5)柔 道整復師 根来信也(根 来整骨院)

18:30懇 親会

第2日10/19日(日)

9:00研 究発表

10:00特 別講演 「世界情勢と日本の福祉制度のゆ

くえ」

講師 塩川正十郎(財 務大臣)

11:30総 会、昼食

13:00シ ンポジウム

「医業類似行為者の将来と問題点」

司会:岩 本芳照(岩 本接骨院)、

コメンテーター:滝 瀬英昭(弁 護士、滝瀬弁護士

事務所)

シンポジス ト:

1)医 師の立場か ら 小澤 聡

(小澤整形外科)

2)救 急救命師の立場か ら 吉岡信二

(豊中北消防署)

3)ト レーナーの立場か ら 松元隆司

(隆啓庵鍼灸院)

4)

5)

柔道整復師の立場から
(健康増進施設連絡会)

柔道整復師の立場から
(明治鍼灸大学)

15:00研 究発表

4、 学会誌編集関連(増 原理事)

石黒久雄

岡本武昌

学会誌5巻1号 の編集作業は進行しているが、投稿論

文数の関係でやや発行時期が遅れる可能性があること

が報告された。

5、 国際学術交流関連(片 岡理事長)

第2回 世界アスレチックトレーニングとセラピーに

関する世界会議(WFATT)が 平成15年5月26-27日 、

カナダのバンクーバーで開催された。当学会から池田

克紀理事をJATAC(ジ ャッパンアスレチック トレーナ
ーズ協会)と 協賛で派遣した。現在正式加盟のための申

請書類を整備中である。国際交流基金か らIO万 円を補

助することになった。

6、 学術研修会関連(佐 野理事)

資料に基づき平成15年4月 以降の研修会の開催につ
いて説明があった。第38回 から第41回 まで終了した。

第42回 は平成15年8月24日 に久留米大学にて開催予

定(九 州支部会とスポーツ ・ニー部会主催)、 第43回

は平成15年9月1日 一8日に米国オレゴン州ポー トラン

ド州立大学にて開催予定。

審議事項

1号 議案:平 成14年 度事業報告および決算報告(佐 野理

事)

資料に基づき説明が行われ審議の結果、了承された。

決算額5,949,128円 支出額4,814,297円 残額

1,134,831円 。残額1,134,831円 については、579,000

円(寄 付金分)を 国際交流 ・研究基金へ、555,831円 を

次年度繰越金 とする。
2号 議案:平 成16年 度事業案および予算案(佐 野理事)

資料に基づき説明が行われ審議の結果、了承された。

予算額5,840,000円 、支出内訳:事 業費4,250,000万

円、管理費1,590,000万 円

3号 議案:第6回 学会大会について(片 岡繁副会長)

第6回 学会大会はすでに北海道で開催されることが

総会で決定 しているが、開催時期について審議された。

北海道支部案として、気候の件もあり通常の開催時期

より約1ヶ 月ほど早 く開催することの提案があり審議

された。審議の結果、平成16年9月19日(日)20日

(祭日)北 海道自動車短期大学(札 幌市)で 開催する

ことが決定 した。

4号 議案、次期役員、監事および評議員選挙結果について

(佐野理事)

資料に基づき次期役員、監事および評議員選挙結果

について説明があり、了承された。

理事:池 田克紀(東 京学芸大学)

猪股俊二(元 国際武道大学 ・元文部省)

岩本圭史(日 本大学)

岩本芳照(兵庫県柔道整復師会)

大木康生(お おき内科クリニック)

岡本武昌(明治鍼灸大学)

小野寺恒己(北海道整骨師会)

片岡繁雄(北海道教育大学)

片岡幸雄(千葉大学)
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菊池 晃(宮 城県柔道整復師会)

草場義昭(福 岡県柔道整復師会)

佐野裕司(東 京商船大学)

渋谷権司(渋 谷接骨院)

田邊美彦(大 阪府柔道整復師会)

中村正道(東 京工業大学)

畠中耕作(和 歌山県柔道整復師会)

原 和正(長 野県柔道整復師会)

堀井仙松(大 阪電気通信大学)

増原光彦(大 阪体育大学)

村松常司(愛 知教育大学)

監事:堀 安高綾(東 京商船大学)

松岡慶樹(東 京都柔道接骨師会)

評議員:

北海道:五 十嵐敏幸

佐藤勇司

東北:近 江俊正
鴫原清勝

関東:安 達正夫
入澤 正
菊地俊紀

菅俣弘道
諸星眞一

渡辺 剛
北信越:酒 井正彦

中島今朝光
東海:坂 井祐二

近畿:相 江邦彦

金田守央

小寺 有

蛭間栄介

中四国:尾 崎 優

九州:西 島稔了

石本詔男 越谷光男
鈴木一央 三浦 裕

酒井賢一 坂本一雄
高橋武彦 目時 誠

今井裕之 今野廣隆
金井英樹 輿水正子

嶋木敏輝 下永田修二
白石 聖 田村祐司

村松成司 渡辺英一

西條春雄
野竹富士雄

高間敏宏

牛嶋宏幸
岸田昌章

滝瀬定文

廣橋賢次

佐藤賢司
丸山 剛

梯 博之
五反田重夫

畠中宰治

松下慶太

5号 議案、研究助成審査結果について(畠 中理事)

締め切 り期 日までに2件 の研究助成申請があり委員

会で審議の結果、2件 の申請内容に甲乙つけがたく助

成金の枠内で2件 に研究助成することの案が報告 され、

審議の結果了承された。助成研究者および研究課題は

下記の通りである。

1)滝 瀬定文 ら:水 泳運動が閉経後女性の骨密度に及

ぼす影響(助 成金額15万 円)

2)岡 本孝信 ら:異 なる収縮ス ピー ドにおける伸張性

収縮中の酸素摂取量と外側広筋の酸素動態との関

係(助 成金額15万 円)

6号 議案、海外研修助成について(片 岡理事長)

締め切り期日までに1件 の申請があり、委員会(研

究助成審査委員会)で の審議の結果が報告され、審議

の結果了承された。海外研修助成者は下記のとおりで

ある。

渡辺英一(51歳)神 奈川県藤沢市用田接骨院院長、

研究歴:じ ゃり道歩行が血圧および足底部加速度脈波

に及ぼす影響(ス ポーツ整復学研究第2巻3号179-185、

2001)他 、じゃり道歩行の生理的影響に関する研究に

関する実績が多い。研修地:オ ース トラリア ・アデレ
ー ド市、研修期間3ヶ 月(助 成金額30万 円)

7号 議案、その他

1)科 学技術振興事業団(JST)へ の登録 と論文等の提供

値段について(佐 野理事)

JSTは インターネットで科学論文の閲覧および複写

のサービスを提供している。JSSPOTもJSTに 登録する

ことが了承され、会員の論文複写料金は無料、非会員

は1枚20円 とすることが承認された。

2)JB日 本接骨師会との学術研修会委託契約について(片

岡理事長)

昨年度か らの継続審議でありJB日 本接骨師会との学

術交流に関する提携に関し、執行部に一任されていた

案件についての報告があり、了承された。内容はJSSPOT

が開催する各種学術研修会にJB日 本接骨師会の会員が

参加することの1年 更新契約(年 間200万 円)で 、参

加者数によ り事務局が支部へ決済する。

一32一



スポーッ整復療法学研究 第5巻 ・第1号2003年9月

専門分科会登録のお知らせ

人体に対する整復療法術の基本を人体各部位別療法と全身的療法との有機的連携の視点にたち人間の総合的回復を目的 と

する学際的研究の確立を目的として、下記の研究部会が設立しております。各会員少なくとも 工つ以上の部会に登録し.活

発な活動を行 うことを期待します。なお部会の登録数は幾つでも良いが、部会毎に通信費等がかかります。

1.研 究部会

洗.部位別研究部会

1)ス ポーツ ・ショルダー部会

2〕 スボー ッ ・エルボー部会

3)ス ポー一ツ ・リス ト部会

4)ス ポーツ ・バ ッケイク部会

5)ス ポ'ツ ・ニー部会

6)ス ポーッ ・ポダィア トリー部会

7)ス ポーッtカ イ ロ部会

B.基 礎研究部会

1}ス ポーツ整復工学部会

2)ス ポーッ療法科学部会

3)ス ポー一ツ社会心理療法学部会

4}ア スレチックトレーナー実践学部会

部 会 長=畠 中 耕 作 〒641-0021和 歌 山 市 和 歌 浦 東1-1-15

TEL=0734-44-0618FAX=0734-・44-050fi

E-mai1=hatakeeaxel.ocn.ne.jp

部 会 長=菊 地 晃 〒 捌 一3204宮 城 県 仙 台 市 泉 区 寺 鰯 一11-18

TEL&F且X=022-378--5448

E-maii;v茎n.at.ga皿{}0田a.㎜i.皿 〔}.jp

部 会 長:岩 本 芳 照 〒651-2117神 戸 市 西 区 北 別 府2-2-3

TEL&F」 腿=07S-974-7555

E一皿ajLΨ 踊 匝"toeesk3.3uεb』e.jp

部 会 長:原 和 正 〒381-OOS3長 野 県 長 野 市 西 三 才1367-3

TEL&FNi【;026-295-3302

E一皿ai1=MLH31559■njfly「.¢o血

部 会 長=草 場 義 昭 〒838-0128福 岡 県 小 郡 市 稲 吉1372-1

TEL=D942-72-9382FAX=0942-73-0333

E-一皿a」il=コノoshiak、i■置o¢抽旦roく=皿・皿ε.jl〕

部 会 長=入 渇 正 〒27e-0121千 葉 県 流 山 市 西 初 石4-474-1

TEL=0471-54-1503F且X=0471-54一 エ5{}3

E-mai阻=i1「i$as∈Lemaple・Ocn.ne・jp

部 会 長=任 海 一 彦 〒553-OOO6大 阪 市 福 島 区 吉es1-S-15ア ー ス フi一 ル ド

TEL邑FAX=06-6441-277S

E一皿ai1:量ouei倉eart血field.net

部 会 長=岡 本 武 昌 〒556--OOO3大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西1-7-6

TEL=06-6643-2St弓F且 置=0{i-6647-557S

E-mail:t_oka皿otothiluom.皿eij-U,ac.jP

部 会 長=佐 藻 鍵 〒999-1693宮 城 県 柴 田 町 船 岡 南Z--2-ts仙 台 大 学

TEL&FAX;0224-55-14S2

部 会 長;鈴 木 一 央 〒090-S507北 海 道 北 見 市 公 園 町Sfi5番 地 北 見 工 業 大 学

TEL畠FA】 【=0157-25-9542

E-1ILai且=s"zll昌lLil[zOm囮ai1.量【ita』PLi-it申a{}・jp

部 会 長;岸 田 昌 章 〒648・-OOD5和 歌 山 県 橋 本 市 橋 谷859-39

TEL&FA)【=0736-37-3623

E一血ail=seikotuOsage.ocn.ne,jp

2.活 動内容

1)学 術大会においてシンポジュームを開催する。

2)学 術大会における一般発表および共同研究発表を促進する。

3)研 究部会に関連 した研修会、講演会を開催する。(開 催に際しては、必ず学会事務局に連絡のこと)

4)内 外の関連学会との連携および情報の収集を促進する、

5)そ の他、研究部会に関連する事項である。

3.会 費

1)各 部会は通信費として1人 あたり年間lDOO円 程度を徴収します。

2)研 修会等における会費は別途徴収しますe

4.登 録方法

登録用紙に必要事項を記入の上、部会長に提出してください。
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専門分科会登録用紙

・登録は 、この用紙をコピーして必要事項を記入 の上 、各部会長へ提出して下 さい。

・正会員 学生会員 賛助会員 ・登録年月 日: 年 月 日

氏 名

一

印 1郵 便物送付先にO

自宅 勤務先1氏名ふりがな

生年月日 i年 月 日生

勤務先名
I

I

勤務先住所

I

I

一
一 一 一

T

I

一一 一 一 一

電話= 一

FAX=一一 一 一 一 一

E-mail:

「 一自宅佳所
1

:

1

〒

電話= 一一一
FAX;」
I

E-mail=

所属希望部会

に0印 を付ける

一 一

1・ショルダー(肩)部 会 ・エル ボー{肘)部 会 ・リスト(手首)部 会

1・バッケイク(腰痛)部会 ・ニー〔膝)部 会 ・ポダイアトリー(足病)部 会

・カイロ(脊柱)部会 ・スポーツ整復工学部会 ・スポーツ療法科学部会

・スポーツ社会心理療法学部会 ・アスレチックトレーナー実践学部会

i職 業分野・免許

1にO印 を付ける

一一一一 一 一 一

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 力イロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他=

所属団体

にO印 を付ける

一

日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC

その他=一 一 一 一一
所属学会等

一

学 歴 専門学校名:

大学名:一 一一一 一 一 一
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「日本スポーツ整復療法学会」個人会員登録用紙

t登録 申込 は、この用紙をコピーして必要事 項を記 入の上 、事務局へFAXで 転 送して下さい

・都道府 県名:事 務局FAX=03-5620-6487

・正会 員 学生会 員 ・登録年月 日=年 月 日

氏 名 印

一 一 一 一

郵便物送付先にO

自宅 勤務先氏名ふりがな

生年月日 年 月 日生

勤務先名

勤務先住所 〒

電話:

FAX:

E-mail:

自宅住所 〒

電話= 一

FAX=

E-mail=

職業分野・免許

にO印 を付ける

一 一 一 一 一

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 力イロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他:

所属職能団体 日整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC学 生 大学

専門学校 研究所 その他=

所属学会

一

学 歴

一 一 一 一 一一一

高 校=大 学1

専門学校等:

推薦者会員名 都道府県名

1)印一一
12)印 一一一一 一
3)印

一一

正会 員=入 会金2000円 、年会費8000円

下記 にお振込 下さい。

郵便振替番号=001to-4-98475

学 生会 員:入 会金0円 、年会費5㎜ 円

ロ座名義二日本スポーッ整復療法学会
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第5回 日本スポー一ツ整復療法学会大会のご案内(第3報)

会 期:平 成15年10月18日(土)・19日(日)

会 場:大 阪体育大学 〒590-0496大 阪府 泉南郡熊取町朝代台1-1

交 通:JRr熊 取駅」東 口よUバ ス「大阪体育大学行」終点下車(約15分)

1)関 西空港よりJR関 空快速 「天 王寺行 」,rJR難 波行」又 は「京橋行」乗車、』Rr熊取駅」下車

2}JRr新 大 阪駅」より地 下鉄御堂筋線f天 王寺行」又は「中百舌行」乗車、丁天王寺駅」下車、

JR阪 和線 に乗換え、「関空行」又は 「和歌 山行 」方面の快速 に乗車、JRr熊 取駅」下車

3)JRr大 阪駅」より「関空行 」又はr和 歌山行 」方 面の快速 に乗車、jRr熊 取駅」下車

大会事務局

〒590-0496大 阪 府 泉 南 郡 熊 取 町 朝 代 台1-1

大 阪 体 育 大 学 滝 瀬 研 究 室

TELIFAX=0724--53-8841

E一皿ai1:takise@ouhs.a¢.jp

*******************************************

ホテルのご案内

ホテル名 アクセス(最寄り駅) 料 金 電 話

全 日空ゲートタワーホテル大阪

関西エアポートワシントンホテル

関空 日根野ステーションホテル

ホテルカバリエ

ホリデイ・イン関西空港

ホテルニューユタカ

C1TYホ テル エアー ポー トインプ リンス

ファ・一ストホテル

JRりんくうタウン駅前

JRりんくうタウン駅前

JR日 根野駅徒歩3分

JR熊 取駅徒歩3分

南海電鉄泉佐野駅徒歩5分

∫R熊取駅徒歩15分

南海電鉄泉佐野駅徒歩3分

南海電鉄泉佐野駅徒歩3分

15,000

8,500

9,000

6,000

9,000

6,30e

7,000

6,500

0724-60-1111

0724-61-2222

0724=-60-1911

0724-53-0303

0724-・69-1112

0724-61-2950

0724-63-2211

0724-62-OOlI

料金はシングル1泊 の概算です。詳細は各ホテルに問い合わせて下さい。

*******************************************
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日 程 表

大 会 前 日=10月17日(金>

15.00=役 員 会

16.00=理 事 会

第1日 目=10月18日(土)

09.OO:大 会実行 委員会

10.OO:研 究発 表、活動報告

11.30:評 議員 会 ・昼食

13.OO;研 究発 表、活動報告

16,00:専 門分科 会シンポジウム

「肩の疾患:あ なたならどうする?ス ポーツの早期復 帰を目指して」

司会=畠 中耕作(畠 中整骨院)

シンポジスト

整形外科 医 角谷 英樹{角 谷整 形外科病院)

鍼灸 師 萩野利赴(社)和 歌 山県鍼灸師会)

トレーナー 倉 田忠 司(コンディショニングセンター鍼 灸整骨院)

カイロ師 任海一・彦(任 海カイロ院)

柔道 整復 師 根来信也(根 来整 骨院)

18.OO:専 門分科会説 明会

18,30:懇 親会

第2目 目=1⑪月19日(日)

09.OO:研 究発表 、活動報告

10.00=特 別講演 「世界 情勢と日本 の福祉制度 のゆくえ」

司会:増 原 光彦(大 阪体育大学)

演者=塩 川 正十郎(衆 議院議員 、財務 大臣)

11.30=総 会 ・昼食

13.00:シ ンポジウム1医療類似行 為事業者 の将来と問題 点」

司会=岩 本 芳照(岩 本接骨院}
コメンンテイタ・一

弁護 士 滝瀬英昭(滝 瀬 弁護 士事務所)

シンポジスト

医師 小澤 聡(近 鉄 球 団トレーナー育成コーチ)

救急 救命 士 吉 岡 信 二{豊 中北 消防署)

トレーナー 松元 隆司(鍼 灸 院 隆啓庵)

柔道 整復師 石黒 久雄(健 康増 進施設 連絡 会)

柔道 整復師 岡本 武 昌(明 治鍼 灸大学)

15.00:研 究発表 、活動報告

申目程表及びプログラムの内容は変更する場合ぷありますのでご了承下さい。
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「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

1.スil-一 ツ整復療法学研究は、日本スポーヅ整復療法学会の機関誌で、「総説lf原 著論文」 「症例研究」「研究資料」「活

動報告」「教育講座」「学会通信」「会員動向」等を掲載する。

2.本 誌への寄稿は原則として、共著者を含めて 日本スポーツ整復療法学会正会員に限る.内 容はスポーツ整復療法学の

研究領域における 「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」で、未発表で完結したものに限る。

3.論 文等を寄稿する際は 「執筆要領」に従って作成する。

4.「 総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」の掲載に際 し.そ の採否、修正の要求、掲載順位の

指定および校正(初 校は著者)な どは編集委員会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表 に 「スポーッ整復療法学研究投稿原稿」と朱書し、オ リジナル1部 とコピー3部(図

表を含む)を 学会事務局宛に送る.掲 載が決定した後に、最終原稿を入力したプロッピーディスク(3.5イ ンチ、TXT

形式で保存}を 提出する、提出原稿等は原則として返却 しない。

6.寄 稿に際し、「総説」「原著論文」および 「症例研究」は1万 円、「活動報告」および 「研究資料」は5千 円を審査料

として学会事務局の郵便振込口座に振 り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙には必ず内訳を記入する、

?.別 刷は 釦 部までを無料とし、それ以上は著者の負担 とする。

「執 筆 要 領 」

A「 繕説」 「原著論文」 「症例研究」 および 「研究資料」

1.「 総説」 「原著論文」 「症例研究」および 「研 究資料」 は図表 を含めて刷 り上が り8ペ ー ジ以内 を原則 とする。超過 し

たページ について は著者負担 とする(料 金は別 に定める)。

2.原 稿 は必ず ワー ドプロセ ッサー を用 いて.新 かな使 い.常 用漢字 を用 いて 、A4版 用紙 に横書 き印刷す る。

3.外 国語言謳 は欧文 フォ ン トを使用す る。ただ し、 日本語化 した語は カタカナ標記(全 角)を 使用 して もよい。数字は

算用数 宇、単位 符号は原則 としてCGS単 位 を用 い、㎜,sec,cmtml,μgな ど とす る。圧 の単位 は 曲 を用 いて もよ

い・

4.図{写 真}表 は必要 最低限 にと どめ、A4版 用紙 に各1枚 に収載 し、番号(例:Table,1TFig.1.ま た は 表1、 図

1)と タ イ トルを付 け、且つ英文併記が望 ま しい。 図(写 真)表 の挿入場 所を本文 原稿の余 白に朱書 きする。なお、

製版 が不適当 と認め られる図表は書 き変える ことがある。その際の実費は著者負担 とする。

5.和 文論文原稿の形式は以下の順 に従 う。

a)原 稿の第1ペ ージ に 「表題」r著 者名1「 所属名」 「キー ワー ド5個 以内Sr原 稿 の種類 」「別刷請求部数」 「連 絡先1

住 所.氏 名 、電話FAX番 号 、E-mai1」 等 を記載 する。

b)本 文は 目的(緒 言).方 法 、詰果、考察 、結論、引用 文献お よび図表(写 真)の 順 とし、印刷 は 「10ポ イ ン ト、Z3

文 字 ×38行 の2段 組み、総文字数17481;1i程 度 で 行 う。改行は冒頭1字 を下げる。

6.和 文原 稿には英文 のタイ トル、著者名 、所属名、キー ワー ドを必ず つける。 また、英 文抄録(400語 以 内)を つ ける

ことが 望ま しい。英文は専門家のチェ ックを必ず受ける こと.

7.英 文 原稿には原則 として.上 記 に準 じ、和文抄録をつ ける。

8.引 用 文献 は主 要な もの に限030編 以 内とする(総 説 の墨合 は制限な し}。 文献は本文の引用順 に引用番号 を付 し(半

角片 カッコ内に半角数字 で記入す る。 例:片 岡 ら1)に よ れば ・・)、引用番号順 に記載す る。

a}雑 誌の場合は、全著者名、年号、表 題、雑誌名、巻数、頁一頁 の順に記 す。

1)佐 野裕 司、白石 聖 、片 岡幸雄{1998)背 側 筋群 の強化 を目的 とした体 幹筋 運動が腰 筋の圧痛 に及ぼす 効果 、柔

道整復 ・接骨医学7〔1)=3-12

2)Kataoka,K.,Sa皿o,Y.亡1口a皿e,H.,Tokioka,J,and且kutsu、K.(1993)Cha皿gesi皿bI也odpressureduring

Talki皿gi皿theelderlypersensvithhypertensjen,ChibaJotrrnalefPhvsicalEd"cation,17=33-38

b)単 行 本 は全著者名、発行年、標題、書名、編集 者名、版 数、発行所、発行地、引用頁の順 に記す。

1)熊 谷秋 三=誤 った運動法(1993}健 康 と運 動の科学、九州大学編、初版.大 修館書店、東京=ZO9-2:1

2)ExpertCo皿itteeofHealtbStatis重jcs(1995)ReportoftheSecolldSessjoll,MIOTechnicalReportSeries,

25

B「 活 動報告」

図表写真 を含 め2ペ ー ジ{400字 原 稿用紙8枚)以 内を原則 とし.上 記の執 筆要領に準 じて作 成するe
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隔集後訓
平成11年5月 に設立された日本スポーツ整復療法学会も丸4年 が過ぎました。この間スポーツ整復療法

学研究も着実に発刊され、第5巻1号 を発行することが出来ました。今回は原著論文の投稿がわずか2題 と

いうことで、少々寂 しさを隠 し得ません。しかし、多様化する現代社会における 「ライフスタイルと健康の

問題」さらに 「いろいろな運動 ・スポごツ形態と血流、酸素取 り込みの関係」等を追究することは、ことの

ほか 「スポーツと健康の関わ り」を研究する上で重要な問題提起であります。 また堀井先生の教育講座 「ス

ポーツ ・医療科学のための確率統計学講座第3回 」は会員の皆様の研究活動において基本的に大変大切なも

のであ ります。と言うように量の不足を質で補ったという感想です。 しかし、投稿量が多くなることは、研

究の活性化を高めることであります。内容の多様化は年々変化します。いろいろな問題提起をどうぞ会員の

皆様奮ってご投稿戴きたいと思います。

(編集委員長 増原光彦)

1編集委員会1

増原光彦(委 員長)

岩本芳照(副 委員長)堀 井仙松(副 委員長)

片岡幸雄(理 事長)佐 野裕司(理 事 ・事務局長)

JournalofSportSciencesandOsteopathic

Vol.5No.1September2003

Therapy
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